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トピックス　  まちの話題 

８
月
29
日
（
土
）
か
ら
30
日
（
日
）
ま
で

の
２
日
間
に
渡
り
、
大
鰐
ス
タ
ジ
ア
ム
を
始

め
と
す
る
４
つ
の
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
来
賓
の
方
々

か
ら
選
手
た
ち
に
向
け
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
、
出
場
チ
ー
ム
を
代
表
し
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ク
ラ
ブ
八
戸
の
沼
舘
主
将
の
力
強

く
闘
志
の
こ
も
っ
た
選
手
宣
誓
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。

本
大
会
に
は
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田

県
の
３
県
か
ら
、
合
わ
せ
て
強
豪
16
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
陸
前
高
田
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
岩
手
県
）
が
見
事
頂
点
に
輝
き
ま
し

た
。
大
会
結
果
と
、
当
町
か
ら
出
場
し
た
あ

じ
ゃ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
熱
戦
の
様
子
は
28
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

～
４
会
場
で
熱
戦
～  

第
16
回
大
鰐

町
長
杯
＆
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
あ

じ
ゃ
ら
Ｃ
Ｕ
Ｐ

９
月
18
日
（
金
）、
大
鰐
温
泉
商
店
会
が
主

催
す
る
「
第
23
回
ち
ど
り
あ
し
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
鏡
開
き
を
行
っ
た
後
、
参

加
者
た
ち
は
指
定
さ
れ
た
店
舗
へ
と
足
を
運

び
、
美
味
し
い
お
酒
と
料
理
で
終
始
笑
顔
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

ち
ど
り
あ
し
祭
は
、
町
内
飲
食
店
16
店
舗

を
対
象
に
、
指
定
さ
れ
た
４
店
舗
全
て
を
巡

る
と
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
に
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
最
後
の
抽
選
会
で

は
、
く
じ
引
き
で
当
選
商
品
に
一
喜
一
憂
す

る
参
加
者
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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理
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に
～
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3 広報おおわに 11月号

合葬墓の除幕式が行われました

社会福祉法人北光会様から寄付をいただきました

認知症に関する映画「オレンジ・ランプ」を上映しました

阿闍羅山大権現大祭・朔日山お山参詣が開催されました

認知症サポーター養成講座が開催されました

「墓の継承者がいない」「後世に管理の負担をかけたくない」といった町
民の切実な声に応え、計画を進めていた合葬墓が完成しました。
令和８年９月１日の運用開始に先立ち、同日午前には町長、施工業者、
管理業者ら関係者が出席し、厳かに除幕式が執り行われました。同日午後
からは利用申し込みの受け付けと相談会が行われ、初日から多くの相談が
寄せられました。

小学校・中学校の音楽活動の費用として、社会福祉法人北光会（小田桐
磨理事長）様から、両校に合わせて金20万円の寄付をいただきました。
９月４日（金）に大鰐温泉介護センターあぜりあで行われた寄附の贈呈
式では、両校の校長先生から寄附への感謝の言葉が述べられました。いた
だいた寄付金は、大鰐小学校・中学校の音楽活動の費用として活用される
予定です。

９月21日は「世界アルツハイマーデー」であり、この日を含む９月は「世
界アルツハイマー月間」として、全国各地で認知症に関する普及啓発の取
り組みが行われています。町でも多くの方に認知症について知っていただ
けるよう、９月６日（日）、大鰐町地域交流センター鰐 come において、
39歳で若年性認知症になった方とその家族をモデルにした映画「オレン
ジ・ランプ」を上映し、53名の方に鑑賞いただきました。
映画をきっかけに、認知症について理解が深まった、関わり方を考える
きっかけになったという方が多くおり、「自分も認知症になるかもしれない
のでこれからのことを考えたい」という声も聞かれていました。

９月11日（金）、阿闍羅山大権現大祭・朔日山お山参詣が行われ、多くの
参拝者が阿闍羅山を訪れました。
当日は、阿闍羅山山頂にて神事が執り行われ、参加者は家内安全や無病
息災、五穀豊穣などを祈願しました。
先達を先頭に、「サイギ、サイギ」の唱文と登山ばやしを響かせ、色鮮や
かな幣束やのぼり旗が並ぶ中、参拝者は厳かな雰囲気の中で手を合わせ、
地域に受け継がれる信仰と伝統に思いを寄せていました。
遠方から訪れた参拝者の姿も見られ、「天候にも恵まれ、気持ちよく参拝
できた。山頂からの景色が素晴らしかった」との声が聞かれました。

９月11日（金）、大鰐小学校４年生42名を対象に、認知症について正し
い知識や方法を学ぶ「認知症サポーター養成講座」が開催されました。
認知症に関する講話やクイズ・寸劇を通して、接し方のポイントである
３つの「ない」（①おどろかせない、②急がせない、③心をきずつけない）
について、楽しみながら学んでもらうことができました。
参加した児童からは、「認知症の人やお年寄りに優しくしたい」「認知症
の人を助けるポイントがよくわかりました」といった感想が聞かれました。



4

インフォメーション　  まちのお知らせ 

「おおわに応援商品券」の使用期限がせまっています！

【入場無料！】東京で開催される移住フェアに出展します！
将来的に町に戻りたいと考えている方や町で地域おこし協力隊として働きたいと考えている方など、この機会
に移住相談をしてみませんか。関東圏にお知り合いがいる方は、情報提供のほどよろしくお願いします。

１青森県UI ターンフェア２０２６
・日　　時：令和８年11月７日（土）　10時～16時30分（入退場自由）
・場　　所：東京交通会館12階（東京・有楽町）
・事前登録：当日の入場がスムーズになります（10月上旬から開始予定）
※詳細は、右記に記載の二次元コードから、ご確認ください　→

2 JOIN-FURUSATO移住・交流＆地域おこしフェア２０２６
・日　　時：令和８年11月14日（土）　11時～17時
・場　　所：東京ビックサイト　東７ホール（東京都江東区有明３丁目11- １）
・来場方法：事前登録が必須（開催１か月前から開始予定）
※詳細は、右記に記載の二次元コードから、ご確認ください　→

■お問合せ　企画観光課　移住定住促進係　☎55・6561（直通）

「おおわに応援商品券」の使用期限は、令和８年11月30日（月）までとなっています。
使用しなかった商品券の払い戻しはできません。
まだお手元にある方はお早めにお使いください。
商品券取扱店舗には、ポスター、ステッカーを貼
り出しています。

◆商品券取扱店舗の皆さまへお願い◆
・使用期限を過ぎた商品券は受け取らないでくださ
い。
・商品券の換金受付期限は、令和８年12月10日（木）
となっております。期日までの換金手続きをお願
いします。

■お問合せ
商品券の使用・取扱店舗の換金に関すること
●大鰐町商工会　　　☎48・2335
商品券の受取に関すること
●大鰐町企画観光課　☎55・6561（直通）

ホームページはこちら

大鰐町ゆるキャラ 

もやっぴー
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■お問合せ　保健福祉課　地域包括支援係　☎55・6569（直通）

誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。命の危険が迫った状態になると、
約70％の方が、医療やケアなどを自分で決めたり望みを人に伝えたりすることができなくなると言われていま
す。自らが希望する医療やケアを受けるために大切にしていることや望んでいること、どこでどのような医療や
ケアを望むかを自分自身で前もって考え、周囲の信頼する人たちと話し合い、共有することが重要です。
もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて、前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取り
組みを「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」と呼びます。

心身の状態に応じて意思は変化することがあります。次の４つのステップに沿って、何度でも繰り返し考え、
話し合いましょう。詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html

65歳以上の町民を対象に筋力アップのための運動や認知機能低下予防のレクリエーション、脳トレやお口の
体操を中心とした内容で行う介護予防や仲間づくりを目的とした教室です。
参加を希望される方は、実施日に直接会場にお越しください。

11月30日は
　 「人生会議の日」

人生会議（ACP）してみませんか？

さわやかシニア教室　参加者募集

① あなたが大切にして
　 いることは何ですか？

④ 話し合いの結果を大切
　 な人たちに伝えて共有
　 しましたか？

② あなたが信頼できる人
　 は誰ですか？

③ 信頼できる人や医療・
　 ケアチームと話し合い
　 ましたか？

対 象 者　65歳以上の町民	 開催日
参加費用　無料
開催日時　月２回程度　水曜日　13：30～15：00
場　　所　大鰐町中央公民館　集会室

11月 11日 25日
12月 ９日 23日
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

地域住民で支え合いながら雪対策を行う団体へ、町がその活動を支援するために助成金を支給します。

　「地域除雪」について希望がある団体、または、相談を希望する団体は下記へお問合せください。

■お問合せ　保健福祉課　介護保険係　☎55・6568（直通）

地域の力で雪かきを！
除雪活動を行う地区に最大 10万円を助成します

～高齢者など、除雪が難しい世帯を地域で支える活動を応援します～

事業の流れ

募集内容

【対象となる団体】

町内会など地域住民で組織する団体
※地区での支え合いによる「除雪活動」を推進するものであるため、原則として地区
の住民単位での実施を想定しておりますが、地区の住民単位以外での実施を希望する
場合には下記へご相談ください。

【対象となる内容】

対象となる団体が、除雪困難者宅にて
地域の助け合いにより実施する除雪活動
（１） 除雪困難者
　　○75歳以上の独居又は高齢者のみ
　　　で構成される世帯
　　○身体障がい者の単身世帯
　　※親族による除雪支援が望めない世帯
（２） 除雪の範囲
　除雪困難者の玄関から道路までの通路確保の除雪等

【助成金額】 １団体 10万円（上限）

地域で除雪を行う担い手、除
雪困難者となる世帯、活動の
日時について等、話し合いま
しょう。

事業実施後、良かった点、反
省点などを話し合いましょ
う。

地域での話し合いをもとに、
町へ事業の実施について相
談をしてください。

振り返りをもとに必要書類
を用意し、３月末までに町
に報告してください。

町と話し合いをし、手続き
終了後に事業を実施してく
ださい。

実績報告の確認後、助成金を団
体の指定口座に振り込みます。
※話し合いによっては事業実施
　前の概算払いも可能です。

≪過去に実施した地区の様子≫

地域での話し合い

地域での振り返り

実施の相談

実績報告

除雪の実施

助成金交付

11 ～ 12 月頃 随時 契約後～翌年３月まで

３月中旬 ３月末まで ３月末～４月上旬
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
●新たに後期高齢者医療制度に加入された方の保険料の納め方について
　保険料は年金からの天引き（特別徴収）が原則ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入された方は年金から
の天引きが開始されるまでに時間を要するため、加入当初は納付書で納めていただくことになります。
　口座振替を希望される場合は手続きが必要です。これまで国民健康保険税を口座振替で納めていた方も、改め
て手続きが必要です。取扱金融機関と申し込み方法は次のとおりです。
　【取扱金融機関】　　　　　　　　　　　　　　　　　【申し込み方法】
　　・青森みちのく銀行　　　　　　　　　　　　　　　次のものをご持参のうえ、金融機関で申し込みを
　　・東奥信用金庫　　　　　　　　　　　　　　　　お願いします。
　　・つがる弘前農業協同組合　　　　　　　　　　　　・通帳
　　・ゆうちょ銀行　　　　　　　　　　　　　　　　　・通帳に使用している印鑑

●保険料は納期限内に納めましょう
　保険料の納付にお困りの方は住民生活課国保年金係へご相談ください。
　また、災害により住宅等に著しく損害を受けたり、世帯主の収入が著しく減少した場合など、保険料の減免が
認められることがあります。
　しかし、火災保険等により被害額以上の給付を受けた場合、保険料の減免申請は却下されますので、火災保険
等の加入状況をご確認のうえ、減免が認められるかどうか窓口でご相談ください。

〇後期高齢者医療保険料第５期（普通徴収）納期限は令和８年11月30日（月）です。

■お問合せ　住民生活課　国保年金係　☎ 55・6563（直通）
　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎ 017・721・3821 

住民生活課 年金だより
●国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です
　日本年金機構より「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛に発送されています。お手元に届
きましたら、年末調整や確定申告の際にご利用ください。また、国民年金保険料を納付している方のうち、「ね
んきんネット」において事前に電子送付希望の登録を行った方には電子データで送付されます。受け取った電子
データは、国税庁が提供する e-Tax での確定申告等に利用することができます。なお、電子データで送付した
方には書面による郵送は行いません。
送付スケジュールは次の通りです。

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の所得から控除されますが、控除の
対象となるのは令和８年１月１日から令和８年12月31日に納付された保険料の全額です。対象期間中の納付で
あれば、過年度分の保険料や追納された保険料も控除の対象となります。なお、ご家族が負担すべき分を支払っ
ている場合は、ご自身の分に加えその保険料についても控除が受けられる場合があります。
　また、日本年金機構ホームページにおいて「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関する概要、よく
あるご質問（Q&A）等について掲載されていますのでぜひご覧ください。また、同ホームページにチャット形
式にて自動的に応答するチャットボット（控除証明書相談チャット）が開設されていますので、ぜひご利用くだ
さい。

■お問合せ　日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/
ねんきん加入者ダイヤル　　☎ 0570・003・004
弘前年金事務所　　　　　　☎ 27・1339
住民生活課　国保年金係　　☎ 55・6563（直通）

〇電子データ及び書面（郵送）
対象者 発送時期

令和８年１月１日から令和８年９月30日までの間に国民年金保険料を納付され
た方 10月下旬から11月上旬頃

令和８年10月１日から令和８年12月31日までの間に国民年金保険料を納付さ
れた方（上記の対象者は除きます。） 令和９年２月上旬頃
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

●入院したときの食事代について（入院時食事療養費）
入院した場合、診療にかかる費用とは別に食事代を負担することになります。交付された「限度額適用認定証」

を医療機関に提示することで、食事代が下表に記載の負担額になります。また、住民税非課税世帯の方が医療機
関へ１食550円で支払った場合や、91日目以降の入院で90日以内の負担額を支払った場合は、申請することに
より差額の返還を受けることができます。申請時には、医療機関から発行された領収書が必要です。

◇70歳未満の方の入院時食事療養標準負担額

所得区分 １食あたりの食事代

ア、イ、ウ、エ
（住民税課税世帯） 550円

オ
（住民税非課税世帯）

過去12か月で90日以内の入院 過去 12 か月で 90 日を超える入院※３

270円 220円

◇70歳以上75歳未満の方の入院時食事療養標準負担額

所得区分 １食あたりの食事代

現役並所得者（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）及び一般
（住民税課税世帯） 550円

低所得者Ⅱ（住民税非課税世帯）
過去12か月で90日以内の入院 過去12か月で90日を超える入院※３

270円 220円

低所得者Ⅰ（住民税非課税世帯） 130円
（※３）90日を超えて入院した場合、適用を受けるためには窓口で申請が必要です。また、申請時は入院日数が90日を

超えていることが確認できるもの（領収書等）をご持参ください。

●自己負担額は世帯で合算できます（世帯合算）
　同じ世帯内で国民健康保険に加入中の複数の方が同じ月に医療機関を受診したときや、ひとりの方が複数の医
療機関を受診したとき、自己負担額は世帯で合算することができ、合算した負担額が負担限度額を超えた場合、
超えた分が高額療養費として支給されます。
≪合算対象のポイント≫
・70歳未満の方は、自己負担額（調剤は、処方箋を出した医科、歯科とそれぞれ合算した金額）が21,000円以

上のものが合算の対象となります。
・70歳以上の方は、自己負担した全金額が合算の対象になります。

●外来療養にかかる年間の高額療養費（外来年間合算）
70歳から74歳までの方で、基準日（７月31日）時点の所得区分が一般または低所得だった方において、８月

１日から翌年７月31日までを一年とし、一年間の外来療養の自己負担額（限度額適用後の金額）の合計が
144,000円を超えた場合、超えた金額が外来年間合算高額療養費として支給されます。対象となる方には、申請
の勧奨を行っています。

●医療費と介護保険サービス費の合計が高額となったとき（高額介護合算）
医療費が高額になった世帯に介護保険サービスを利用している方がいる場合、８月１日から翌年７月31日ま

での一年間でそれぞれの限度額適用後の自己負担額を合算し、基準額を超えた金額が高額介護合算療養費として
支給されます。
　なお、対象となる方には勧奨を行っています。

■お問合せ　住民生活課　国保年金係　☎ 55・6563（直通）
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国民健康保険被保険者のみなさまへ

●医療費が高額になったとき（高額療養費）
ひと月の医療費の自己負担が高額となった場合、自己負担限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。

対象になると思われる方には、申請の勧奨を行っています。申請には、医療機関が発行した領収書が必要ですの
で、大切に保管しておきましょう（紛失した場合は再発行が必要な場合があります）。

また、高額療養費制度の見直しが行われ、令和８年８月から自己負担限度額が見直されました。さらに、長期
にわたり治療が必要な方のセーフティネット機能を強化させるため、年間上限額（８月から翌年７月までの自己
負担上限額）が新設されました。

「限度額適用認定証※1」または「限度額認定・標準負担額減額認定証」を医療機関に提示することで、窓口支
払額を限度額までとすることができます。急に入院が必要になり、医療費が高額になるときに備え、事前に申請
しておきましょう。ただし、国民健康保険税を滞納している世帯は、交付できない場合がありますのでご注意く
ださい。なお、マイナ保険証を利用する場合は、限度額適用認定証等の申請は不要です。

◇70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

所得区分 ３回目まで ４回目以降※2 年間上限

901万円を超える ア 270,300円+(医療費－901,000円)×１％ 140,100円 168万円

600万円を超え901万円以下 イ 179,100円+(医療費－597,000円)×１％ 93,000円 111万円

210万円を超え600万円以下 ウ   85,800円+(医療費－286,000円)×１％ 44,400円 53万円

210万円以下(住民税非課税世帯を除く) エ 61,500円 44,400円 53万円

住民税非課税世帯 オ 36,900円 24,600円 29万円

◇70歳以上75歳未満の方の自己負担限度額（月額）

所得区分 外来＋入院
（世帯単位） 年間上限

限度額適用
認定証発行 

有・無
外来

（個人単位）

現
役
並
み
所
得
者

Ⅲ（課税所得
690万円以上）

270,300円+(医療費－901,000円)×１％
〈４回目以降※２：140,100円〉 168万円 無

Ⅱ（課税所得
380万円以上）

179,100円+(医療費－597,000円)×１％
〈４回目以降※２：93,000円〉 111万円 有

Ⅰ（課税所得
145万円以上）

85,800円+(医療費－286,000円)×１％
〈４回目以降※２：44,400円〉 53万円 有

一般（課税所得145万
円未満等） 22,000円 61,500円

〈４回目以降※２：44,400円〉 53万円 無

低所得者Ⅱ 11,000円
〈外来年間上限：96,000円〉

25,700円
〈４回目以降※２：24,600円〉 29万円 有

低所得者Ⅰ 8,000円 15,700円 18万円 有

（※１）70歳以上の方の「限度額適用認定証」は、「現役並み所得Ⅲ」と「一般」は発行されませんので、表をご確認の
うえ、国保年金係まで申請ください。

（※２）過去12か月以内に同世帯で限度額を超えた高額療養費の支給が、４回以上あった場合に適用される限度額です。

◎所得区分は町民税の申告の額で決まります。令和８年８月から令和９年７月診療分は、令和８年度（令和７年
分）の課税所得額で決定されます。

◎入院時の食事代や診断書料など、保険適用外のものは高額療養費の対象となりません。
◎同じ医療機関でも、医科と歯科、入院と外来は別計算となり、70歳未満の方は保険適用の自己負担額が

21,000円を超えたものが合算の対象となります。
◎調剤は、処方箋を出した医科、歯科とそれぞれ合算します。
◎75歳を迎えた月は、国民健康保険と後期高齢者医療制度の限度額がそれぞれ２分の１になります。
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

「まるごと大鰐秋の感謝祭」が開催されます！

■お問合せ　まるごと大鰐実行委員会（企画観光課内）
　☎ 55・6561（直通）

　大鰐ならではのものを集めた「まるごと大鰐秋の感謝祭」が開催されます！大鰐温泉もやしや大鰐高原りんご
の販売、おいしいグルメ、ふるまい、ステージイベントなど楽しい企画が盛りだくさんです！
　皆さまぜひお越しください！
〇日　時　　令和８年11月29日（日）10：00～15：00
〇ところ　　大鰐町地域交流センター「鰐 come」

※ステージイベントは、弘前大学の学生が企画・運営
を行っています。
※都合により、内容・スケジュールが変更になる場合
があります。

●イベントスケジュール
ふるまい
10：00　お茶・お菓子のふるまい
12：15　もやし汁ふるまい（数量限定先着100食）

販売会
10：00　大鰐高原りんご販売
10：00　鰐人（わにんど）の青森県産野菜販売
13：00　大鰐温泉もやし販売（数量限定）

ステージイベント
10：00　大鰐町消防団ラッパ隊
10：30　おおわに文化幼稚園　鼓笛隊
11：00　夢源郷（むげんきょう）よさこい
11：30　幸田和也さんスペシャルライブ
12：00　大鰐クイズ
12：30　特産品紹介（音声のみ放送）
13：15　弘大囃子組（弘前大学サークル）
14：00　利きりんごジュース
14：40　お菓子まき

ほか催し　10：00～15：00
★町内外からのグルメ・雑貨　出店
★大阪府泉佐野市からの特産品販売があります！
★縁日・体験ほか

お米すくい・ペットボトルボウリング・ミニ雪だ
るまづくり・レトロゲーム・どうぶつ射的・ヒバ
と漢方の入浴剤づくり

★もやしバルーンの無料配布
★もやっぴーとのふれあい　　ほか

有
料
広
告



11 広報おおわに 11月号

12月６日（日）は大鰐町議会議員一般選挙の投票日です

立候補を予定している方へ

●投票日
令和８年12月６日（日）

●投票時間
７時～20時

●告示日
令和８年12月１日（火）

●投票できる方
▽年齢要件　平成20年12月７日以前に生まれた人
▽住所要件　令和８年８月30日までに住民票作成

または転入届けをした人

●投票所
投票入場券に記載の指定投票所

で投票できます。詳しくは町ホー
ムページでご確認ください。

●開票の日時・場所
令和８年12月６日（日）20時50分から、町中央公

民館４階で行います。

●期日前投票
投票日当日、仕事や用事等のため投票所で投票する

ことができない見込みの方は、事前に投票することが
できます。

①期間
　令和８年12月２日（水）～令和８年12月５日（土）
②投票時間　８時30分～20時
③投票場所　大鰐町期日前投票所（町役場内）

●不在者投票
投票日当日、仕事等で他の市町村に滞在中、または

指定病院・指定老人ホーム等に入院・入所中のため、
投票所で投票することができない見込みの方は、不在
者投票の請求をすることができます。

①請求期限
　令和８年12月５日（土）まで
②受付時間
　８時15分～20時
③請求先
　大鰐町選挙管理委員会（町役場内）

※親族等が代理人となり請求することができます。ま
た、告示前でも請求することができます。

●届出に関する事前説明会の日時・場所
①開催日　令和８年11月６日（金）
②時　間　10時～
③場　所　大鰐町議会議場

●立候補届出日・時間・場所
①届出日　令和８年12月１日（火）
②時　間　８時30分～17時
③場　所　大鰐町議会議場

■お問合せ　町選挙管理委員会事務局　☎ 48・2111

12月31日をもって任期満了となる大鰐町議会議員一般選挙が、次のとおり行われます。

投票区・投票所
一覧
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

農作物の収穫徹底についてのお願い　～カラス被害を減少させるために～
　農地や街なかにおいて、カラスによる被害が深刻となっております。
　カラスは、自然界に食べ物が少なくなる冬季に多く餓死するといわれています。しかし、未収穫のまま農作物
等を放置することが、カラスに対しての無自覚な餌付けとなり、カラスの個体数を減らすことができなくなりま
す。
　そこで、カラスの個体数や被害を減少させるため、畑に放置された規格外の農作物に
ついては土中に埋める、木に残っている果実等は可能な限り残さず処理する、といった
取組について、農業者の皆様のご協力をお願いします。

『農業者年金』で老後の生活を安心サポート！！
　農業者年金は農家のための終身年金です。また、通常加入の部分であれば農業を続けながら年金を受給できる
こともあり、老後の安心材料になります。

【加入資格】
①　年間60日以上農業に従事
②　国民年金の第1号被保険者（保険料納付免除者を除く）
③　20歳以上65歳未満の方

　上記３つの要件を満たす方ならどなたでも加入できます！
※なお、年間60日以上農業に従事する60歳以上の国民年金の
　任意加入者も加入できます。

【特徴とメリット】
①　財政方式が「積立方式・確定拠出型」

少子高齢時代に強い年金制度です。
②　保険料の額は自由に決められる

月額２万円から６万７千円まで、千円単位で選択でき、いつでも見直すことができます。（35歳未満で
要件を満たす方は月額１万円から加入可能）

③　終身年金
80歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金として遺族に支給されます。

④　公的年金ならではの税制優遇措置
支払った保険料全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税等の節税につながります。

⑤　担い手には保険料の国庫補助
一定の要件（認定農業者・青色申告者等）を満たす農業者に対して、保険料の国庫補助が設けられて
います。

◎年金シミュレーターについて
独立行政法人 農業者年金基金では、自分でできる年金シミュレーターをホームページに掲載しております。

以下の二次元コードをスマートフォンで読み込むと直接年金シミュレーターの画面につながります。この機会に
ご自身の年金がどのくらいになるか試算をしてみてはいかがでしょうか。
※詳しくは、農業者年金基金ホームページをご覧ください。
（https://www.nounen.go.jp）

■お問合せ　農業委員会　☎55・6592（直通）

■お問合せ　農林課　農政農務係　☎55・6574（直通）
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町政ここが聞きたい　  議会だより 

９９月月

定例町議会定例町議会

一 般 質 問
竹　内　富士子　議員
秋田谷　和　文　議員
藤　田　賀津彦　議員
須　藤　尚　人　議員
髙　橋　浩　二　議員
三　浦　道　広　議員
前　田　一　裕　議員

７名登壇

（
一
）
ク
マ
対
策
と
し
て
、
適
正
管
理
さ
れ

て
い
な
い
農
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
二
）
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
の
活
動
に

つ
い
て

　
（
一
）
ク
マ
の
中
心
地
へ
の
出
没
が

増
加
し
て
お
り
、
生
命
・
財
産
へ

の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一

つ
と
し
て
、
り
ん
ご
や
柿
、
栗
な
ど
の
果
樹

や
、
家
庭
菜
園
の
未
収
穫
作
物
、
生
ご
み
な

ど
の
「
誘
引
物
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く
り
に

は
、
こ
う
し
た
誘
引
物
の
適
切
な
管
理
が
重

要
で
す
が
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
所
有
者
だ
け
で
管
理
す
る
こ
と
が
難
し

い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
る
。

今
回
は
、
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

①
町
内
に
お
け
る
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い

農
地
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
。

②
ク
マ
の
対
策
の
た
め
に
、
適
正
管
理
さ
れ

て
い
な
い
農
地
所
有
者
へ
の
周
知
・
啓
発
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

③
高
齢
者
や
管
理
困
難
者
が
所
有
す
る
農
地

に
つ
い
て
、
新
た
な
担
い
手
を
探
す
方
法
に

つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

問

竹内 富士子 議員

　
（
一
）（
町
長
）

農
地
法
第
二
条
に
は
、「
農
地
に
つ

い
て
所
有
権
ま
た
は
賃
借
権
、
そ
の
他
の
使

用
お
よ
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す

る
者
は
、
当
該
農
地
の
農
業
上
の
適
正
か
つ

効
率
的
な
利
用
を
、
確
保
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
農
地
の
権
利
を
有
す

る
者
の
責
務
規
定
が
あ
る
。

ま
た
、
適
正
管
理
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
病

害
虫
の
発
生
や
ク
マ
を
含
む
有
害
鳥
獣
を
誘

引
す
る
原
因
と
も
な
り
え
る
た
め
、
定
期
的

な
草
刈
り
な
ど
、
農
地
の
適
正
管
理
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
の
把
握
に

つ
い
て
、
農
業
委
員
等
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
農
地
の
利
用
状
況
を

把
握
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
農
地
法
第
三
十
条
に
基
づ
く
も

の
で
、
農
業
者
で
も
あ
る
農
業
委
員
等
が
日

頃
か
ら
自
ら
の
農
地
を
含
む
、
地
域
の
農
地

を
見
回
る
こ
と
で
実
施
し
て
い
る
。

②
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
を
把
握
し

た
と
き
は
、
町
担
当
者
が
現
況
等
を
確
認
の

上
、
農
地
所
有
者
へ
文
書
等
に
よ
り
適
正
管

理
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
チ
ラ

シ
の
配
布
に
よ
り
、
農
地
の
適
正
管
理
に
つ

い
て
広
く
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

③
農
地
の
新
た
な
担
い
手
を
探
す
方
法
に
つ

い
て
、
農
地
を
貸
し
た
い
方
と
借
り
た
い
方

を
つ
な
ぐ
農
地
バ
ン
ク
と
い
う
制
度
等
も
あ

る
の
で
、
農
林
課
へ
御
相
談
を
い
た
だ
き
た

い
。 答

　
（
二
）
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
で
人
口
を

増
や
す
た
め
に
、
起
業
家
マ
イ
ン

ド
を
持
つ
若
者
や
女
性
の
育
成
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
地

域
経
済
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
企
業
を
誘
致
す
る
だ
け
で
な
く
、

町
内
か
ら
新
た
な
事
業
や
仕
事
を
生
み
出
す

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
特
に
、
若
者
や
女
性
が
地
域
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
、「
稼
ぐ
ま

ち
づ
く
り
」
の
鍵
に
な
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
若
い
人
か
ら
起
業
家
が
出
て
く

る
こ
と
が
大
事
で
、
教
育
を
し
っ
か
り
や
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
が
教
育
に
熱
を
入
れ
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

「
広
報
お
お
わ
に
」
の
「
活
動
記
録
」
の

中
の
「
地
域
活
性
化
起
業
人
事
業
」
の
「
活

動
記
録
」
を
見
て
、
そ
の
中
の
写
真
に
、

「
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
Ｋ
Ｊ
法
」
を

活
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
も

の
が
あ
っ
た
。
自
由
奔
放
な
発
想
を
し
て
、

そ
の
中
か
ら
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
せ

る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

企
画
力
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
る
今
、
そ
の
企
画
力
を
つ
け
る
方
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
活
動
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

問
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（
二
）（
町
長
）

町
で
は
、
令
和
七
年
十
月
か
ら
、

株
式
会
社
檜
葉
三
百
を
地
域
活
性
化
起
業
人

と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
地
域
資
源
の
掘

り
起
こ
し
や
地
域
課
題
の
整
理
、
事
業
の
企

画
・
立
案
な
ど
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
等
と

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
組

に
つ
な
げ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

広
報
誌
で
ご
覧
に
な
っ
た
活
動
は
、
檜
葉

三
百
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
「
あ
し

た
会
議
」
の
取
組
で
あ
る
。

「
あ
し
た
会
議
」
は
、
役
場
の
若
手
職
員

が
、
業
務
の
枠
を
越
え
て
、
町
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
主
体
的
に
考
え
、
意
見
を
出
し
合

う
場
で
あ
り
、
職
員
自
身
が
考
え
、
対
話

し
、
ア
イ
デ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
や

Ｋ
Ｊ
法
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
創
出
・
意
見

整
理
の
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ブ

レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
は
、
参
加
者
が
立
場

や
役
職
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
で
多

く
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
手
法
で
あ
り
、

Ｋ
Ｊ
法
は
、
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
整
理
・
分
類
し
、
そ
こ
か
ら
課
題
や

新
た
な
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
手
法
で

あ
る
。

こ
う
し
た
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
職
員
だ
け
で
は
出
に
く
か
っ
た
発
想

や
、
既
存
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す
こ
と
が
期
待
で

き
る
も
の
で
あ
る
。

答

今
後
、
こ
う
い
っ
た
取
組
が
、
職
員
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
若
者
や
女
性
、
事
業
者
な

ど
に
も
広
が
っ
て
い
け
ば
、
地
域
の
中
に
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
行
動
し
、
新
し
い
も
の

を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
機
運
が
醸
成
さ

れ
、「
稼
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
が
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
一
）
学
校
の
体
育
授
業
の
際
の
着
替
え
に

つ
い
て

（
二
）
山
田
町
政
が
五
期
目
で
目
指
す
も
の
は

　
（
一
）
小
学
校
の
体
育
授
業
の
際
、

男
女
で
着
替
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
分

け
て
い
る
か
ど
う
か
。
こ
の
問
題
を
過
日
、

某
中
央
紙
が
二
度
に
わ
た
り
大
き
く
報
じ
た
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
文
部
科
学
省
は
、
男
女

で
着
替
え
の
ス
ペ
ー
ス
を
分
け
る
よ
う
に
と

の
指
針
を
出
し
て
い
る
。

某
中
央
紙
は
政
令
指
定
都
市
、
県
庁
所
在

地
、
東
京
二
十
三
区
の
計
七
十
四
市
区
の
教

育
委
員
会
に
現
状
を
調
査
し
た
と
い
う
。
結

果
、
約
五
割
の
自
治
体
で
男
女
一
緒
の
着
替

え
を
し
て
い
る
学
校
が
認
め
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
凝
ら
し
、

こ
の
問
題
を
の
り
こ
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

問

わ
が
町
の
小
学
校
で
は
、
如
何
に
対
応
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
併
せ
て
、
こ
の
問

題
へ
の
中
学
校
の
対
応
も
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
た
い
。

　
（
一
）（
教
育
長
）

本
町
の
小
学
校
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
達
が
活
動
し
や
す
い
服
装
で
登
校
す

る
よ
う
に
、
保
護
者
に
お
願
い
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
体
育
の
授
業
の
際
に
着
替

え
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
水
泳
の
授
業
は
、
外
部
の
プ
ー

ル
施
設
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
施
設
に
あ

る
更
衣
室
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

男
女
別
々
に
着
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
各
学
年
、
男
女

別
々
の
更
衣
室
兼
ロ
ッ
カ
ー
室
を
整
備
し

て
お
り
、
体
育
の
授
業
の
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
更
衣
室
で
着
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
二
）
向
う
四
年
間
、
あ
な
た
は
何

を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
何

を
や
っ
て
く
れ
る
の
か
。

①
事
実
上
五
期
目
の
始
ま
り
と
な
っ
た
七
月

十
二
日
以
来
、
約
二
カ
月
が
経
つ
。
こ
の

間
、
部
下
に
調
査
・
研
究
を
命
じ
た
施
策
は

如
何
な
る
も
の
か
。

②
あ
な
た
の
任
期
は
有
限
で
あ
る
。
既
に
残

り
四
年
を
切
っ
た
。
任
期
満
了
の
二
〇
三
〇

年
夏
ま
で
に
、
如
何
な
る
こ
と
を
や
っ
て

く
れ
る
の
か
。
そ
の
結
果
、
私
達
の
生
活
は

二
〇
三
〇
年
夏
に
は
、
ど
ん
な
ふ
う
に
な
っ

答問

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

期
待
を
持
っ
て
イ
メ
ー
ジ
を
し
た
い
。
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
二
）（
町
長
）

①
五
期
目
の
町
政
運
営
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
員
を
有
効
に
活

用
し
、
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
な
が
ら
、
本

町
の
将
来
に
必
要
な
取
組
み
を
着
実
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
各
課
長
に
対
し
、
必
要
な
事

業
は
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
必
要
性
や
優
先
順

位
を
十
分
に
検
討
し
、
町
全
体
と
し
て
何
を

優
先
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
意
識
し
て
取
り
組
む
よ
う
指
示
し
て

い
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
子
育

て
や
教
育
、
福
祉
、
産
業
振
興
な
ど
、
町
民

生
活
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
社
会
情

勢
や
町
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
近
年
の
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
被

害
へ
の
支
援
な
ど
、
そ
の
時
々
の
課
題
に

も
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
。

施
設
整
備
で
は
、
県
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
老
朽
化
が
進
む
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の

更
新
に
取
組
む
ほ
か
、
必
要
な
整
備
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
各
種
施
策
や
施
設
整
備
を
進
め

る
一
方
で
、
将
来
の
庁
舎
整
備
に
備
え
、
基

答

秋田谷 和文 議員
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町政ここが聞きたい　  議会だより 
金
を
計
画
的
に
積
み
立
て
て
い
く
。
庁
舎
整

備
に
つ
い
て
は
、
建
設
費
の
高
騰
や
他
の
大

規
模
事
業
、
今
後
の
財
政
状
況
な
ど
も
見
極

め
な
が
ら
、
適
切
な
時
期
を
捉
え
て
事
業
に

着
手
で
き
る
よ
う
、
こ
の
四
年
間
で
必
要
な

準
備
を
進
め
て
い
く
。

②
二
〇
三
〇
年
夏
に
は
、
町
民
に
必
要
な
支

援
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
、
今
後
必
要

と
な
る
事
業
に
も
取
組
み
、
将
来
に
向
け
て

着
実
に
前
進
し
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
町
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
一
）
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
に
つ
い
て

（
二
）
宿
泊
税
の
早
期
導
入
に
つ
い
て

　
（
一
）
私
は
数
年
前
か
ら
、
一
般
質

問
の
場
で
定
期
的
に
、
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
の
質
問
・
要
望
を
行
っ
て

き
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
々
で
難

し
い
こ
と
の
回
答
か
ら
、
そ
の
後
の
質
問
時

は
、
各
地
区
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
多
く
の

町
民
が
利
用
す
る
よ
う
な
公
共
性
の
高
い
場

所
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
等
と
協
議
を
し

な
が
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
す
る

と
の
ご
回
答
だ
っ
た
。

先
日
、
あ
る
区
長
の
方
か
ら
、
町
が
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
の
助
成
を
し
て
く
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
直
ぐ
に
で
も
設
置
し
た
い
と
い
う
話

問

を
聞
い
た
。

日
中
農
作
業
に
よ
り
家
を
空
け
る
こ
と
に

よ
る
空
き
巣
や
、
農
産
物
盗
難
被
害
の
早
期

発
見
や
犯
罪
抑
止
、
獣
害
の
監
視
に
も
な
る
。

対
策
が
遅
れ
れ
ば
、
犯
罪
件
数
は
増
加
す

る
。
町
民
の
生
命
・
財
産
・
生
活
を
守
る
こ

と
が
自
治
体
の
最
優
先
事
項
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
希
望
す
る
地

区
へ
の
助
成
を
お
願
い
し
た
い
。

　
（
一
）（
町
長
）

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
抑
止
や
犯
罪
の
早

期
解
決
に
高
い
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

今
年
度
は
一
箇
所
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。
昨
年
度
の
調
査
で

は
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
の
、
カ

メ
ラ
の
要
望
が
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
再
度
「
防
犯
」
を
目
的
と
し
た
調
査
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
区
が
設
置

し
た
場
合
に
お
け
る
、
維
持
管
理
に
係
る
費

用
負
担
、
デ
ー
タ
の
管
理
体
制
な
ど
、
ク
リ

ア
す
べ
き
課
題
や
懸
念
事
項
を
把
握
し
た
上

で
、
助
成
の
可
否
も
含
め
、
今
後
の
対
応
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
を
は
じ

め
と
す
る
ハ
ー
ド
対
策
と
、
防
犯
意
識
の
醸

成
を
図
る
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
に
推
進

し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

努
め
て
い
く
。

答

　
（
二
）
宿
泊
税
導
入
の
自
治
体
が
急

増
し
二
〇
二
六
年
六
月
時
点
で

は
、
四
十
五
団
体
。
さ
ら
に
十
団
体
が
導
入

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
導
入
の
動
き

が
加
速
す
る
。

近
隣
自
治
体
で
は
弘
前
市
が
既
に
導
入

し
、
導
入
後
も
宿
泊
人
数
は
増
加
し
て
い
る
。

以
前
の
宿
泊
税
導
入
の
質
問
時
、
弘
前
市

な
ど
先
行
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、
導
入

後
の
影
響
が
小
さ
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
と
の
ご
回
答
を
頂
き
、

本
定
例
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
宿
泊
税
導

入
の
効
果
と
し
て
、「
徴
収
→
観
光
投
資
→

来
訪
・
宿
泊
増
→
地
域
消
費
増
→
更
な
る
観

光
投
資
」
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

本
町
に
於
い
て
は
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
民

宿
・
客
舎
と
異
な
っ
た
宿
泊
施
設
が
あ
り
、

料
金
設
定
に
も
幅
が
あ
る
の
で
、
先
ず
は
宿

泊
料
金
一
万
円
以
上
か
ら
の
宿
泊
税
導
入
を

検
討
し
て
は
如
何
か
。

　
（
二
）（
町
長
）

宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
受
入
環
境
の
整
備

な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
観
光
振

興
を
図
る
た
め
の
安
定
的
な
財
源
と
し
て
、

そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
先
行
自
治

体
の
状
況
に
注
目
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
宿
泊
客
数
等
へ
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い

問答

こ
と
か
ら
、
今
般
、
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い

て
、
幅
広
い
観
点
か
ら
検
討
す
る
た
め
、
本

定
例
会
に
「
大
鰐
町
宿
泊
税
検
討
委
員
会
設

置
条
例
案
」
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

検
討
委
員
会
で
は
、
宿
泊
税
導
入
の
必
要

性
や
目
的
を
は
じ
め
、
税
率
、
課
税
対
象
、

課
税
免
除
、
徴
収
方
法
、
税
収
の
使
途
な
ど

に
つ
い
て
、
宿
泊
関
係
団
体
等
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

御
提
案
の
あ
っ
た
「
宿
泊
料
金
一
万
円
以

上
を
対
象
と
し
た
宿
泊
税
」
に
つ
い
て
も
、

一
万
円
と
い
う
免
税
点
を
設
け
る
か
ど
う

か
、
検
討
委
員
会
の
中
で
、
慎
重
に
調
査
・

審
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

検
討
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
宿
泊
事
業
者
や
関
係
者
等
の
意
見
も

十
分
に
伺
い
な
が
ら
、
本
町
に
と
っ
て
適
切

な
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

（
一
）
大
鰐
町
の
将
来
に
つ
い
て

（
二
）
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
の
将
来
に
つ
い
て

（
三
）
浜
圭
介
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
つ
い
て

　
（
一
）
大
鰐
町
の
将
来
に
つ
い
て
、

町
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。
大
鰐
町
の
現
状
を

Ａ
Ｉ
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う

問

藤田 賀津彦 議員

須藤　尚人 議員
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な
回
答
が
あ
っ
た
。「
大
鰐
町
は
何
も
し
な

け
れ
ば
、
緩
や
か
な
衰
退
で
は
な
く
加
速
度

的
な
縮
小
に
向
か
う
。」「
人
口
減
少
が
財
政

縮
小
を
招
き
、
財
政
縮
小
が
さ
ら
に
人
口
流

出
を
招
く
負
の
循
環
の
中
に
い
る
。」「
今
の

延
長
線
上
に
将
来
は
な
い
。」「
変
化
を
選
ぶ

か
、
衰
退
を
受
け
入
れ
る
か
の
分
岐
点
に
立

っ
て
い
る
。」「
町
の
存
続
で
は
な
く
、
町
の

活
力
維
持
が
課
題
と
な
る
時
代
に
入
っ
た
。」

そ
の
よ
う
な
回
答
で
あ
る
。

こ
の
負
の
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に
は
、

従
来
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
選
択
と
集
中

に
よ
る
戦
略
的
な
町
政
運
営
が
必
要
だ
と
思

う
。
限
り
あ
る
予
算
を
全
方
位
に
配
る
の
で

は
な
く
、
重
点
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

将
来
を
見
据
え
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど

の
よ
う
な
具
体
的
な
政
策
を
進
め
て
行
く
の

か
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
一
）（
町
長
）

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
経
済
の
縮
小
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
複
数
の
課
題
が

同
時
に
進
行
し
て
お
り
、
今
後
は
限
ら
れ
た

財
源
と
人
員
を
ど
の
分
野
に
重
点
的
に
配
分

す
る
か
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
て
の
分
野
に
従
来
と
同
じ
水
準

で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
に

は
、
財
政
的
に
も
人
的
に
も
限
界
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
、
何
を
残
し
、
何
に

答

重
点
的
に
取
組
む
の
か
と
い
う
視
点
を
よ
り

明
確
に
し
、
事
業
の
必
要
性
や
効
果
、
将
来

負
担
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
事
業
の
選
択

と
集
中
を
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
三
期
大
鰐
町
総
合
戦
略

に
掲
げ
て
あ
る
と
お
り
、
観
光
や
地
域
資
源

を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
、
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し

た
移
住
定
住
の
促
進
、
若
い
世
代
の
希
望
の

実
現
に
向
け
た
結
婚
・
子
育
て
支
援
、
さ
ら

に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、
生
活
環
境
の

維
持
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少

下
に
お
い
て
も
町
の
活
力
を
、
維
持
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
少
は
国
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
町

独
自
で
止
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
し
な
が

ら
、
人
口
が
減
っ
て
も
活
力
を
維
持
で
き

る
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

今
後
も
、
町
民
や
議
会
の
皆
様
の
声
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
、
本
町

の
将
来
に
つ
な
が
る
分
野
へ
重
点
的
に
配
分

し
、
持
続
可
能
な
町
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
（
二
）
①
町
長
は
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー

場
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
一
、
リ
ゾ
ー
ト
型
ス

キ
ー
場
と
し
て
は
ど
う
い
う
形
に
し
て
い
き

た
い
の
か
。
二
、
競
技
ス
キ
ー
場
と
し
て
ど

う
い
う
形
で
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
を
育
て
て

問

い
く
の
か
。
ど
う
い
う
将
来
像
を
も
っ
て
い

る
の
か
。

②
大
鰐
ス
キ
ー
場
の
年
度
別
入
込
数
と
索
道

輸
送
人
員
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
高
原
ス
キ
ー
場
と
国
際
に
分
け
て
、
高

原
ス
キ
ー
場
が
終
了
し
た
平
成
二
十
年
ぐ
ら

い
ま
で
の
数
値
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
高
原
ス
キ
ー
場
の
再
開
に
つ
い
て
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
高
原
ス
キ
ー
場
と
国
際

ス
キ
ー
場
に
分
け
て
、
高
原
ス
キ
ー
場
が
索

道
人
員
も
入
込
数
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
。
高
原
ス
キ
ー
場
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る

状
況
で
は
、
大
鰐
ス
キ
ー
場
の
持
つ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
半
分
も
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
温
暖
化
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
標
高
の

高
い
ゲ
レ
ン
デ
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
か
な
り
雪
の
な
い
年
で

も
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
下
の
あ
じ
ゃ
ら
山
の
頂
上

に
近
い
所
は
か
な
り
雪
が
あ
る
。

外
資
も
含
め
て
、
高
原
ス
キ
ー
場
を
経
営

す
る
。
そ
う
い
う
業
者
を
募
集
す
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
、
や
っ
て
は
い
か
が
か
。

④
あ
じ
ゃ
ら
山
の
通
年
観
光
に
つ
い
て
。
観

光
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
国
際
競

争
力
の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成
促
進

事
業
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
民
間
事
業
者
か

Ｄ
Ｍ
Ｏ
い
わ
ゆ
る
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
が

申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
総
合
計
画

を
作
っ
て
、
来
年
に
で
も
申
請
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
を
、
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

　
（
二
）（
町
長
）

①
私
が
町
長
就
任
し
た
平
成
二
十

二
年
以
降
、
バ
ブ
ル
期
の
過
度
な
拡
張
路
線

で
は
な
く
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
「
温
泉
街
と

一
体
と
な
っ
た
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
を
目
指

し
、
歴
史
あ
る
大
鰐
温
泉
の
資
源
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
て
き
た
。

現
在
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
利
用
と
競

技
・
育
成
の
場
と
し
て
の
機
能
を
両
立
す
る

ス
キ
ー
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
密
着
型

の
ス
キ
ー
場
と
し
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
滑
れ
る
の
が
最
大
の
魅
力
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
伝
統
あ
る
競
技
ス
キ
ー
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
、
大
会
の
誘
致

等
に
よ
る
ス
キ
ー
関
係
人
口
の
創
出
を
図
っ

て
い
く
。

②
の
ち
ほ
ど
担
当
課
長
よ
り
答
弁
さ
せ
る
。

③
近
年
の
日
本
国
内
で
は
、
経
営
難
に
陥
っ

た
ス
キ
ー
場
や
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
を
海
外
資

本
な
ど
が
買
収
し
、
高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て

再
開
発
す
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。「
高

原
エ
リ
ア
へ
の
外
資
導
入
」
に
つ
い
て
は
、

資
金
面
で
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
宿

泊
施
設
等
の
価
格
上
昇
や
、
事
業
撤
退
の
リ

ス
ク
な
ど
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
高
原
ス
キ
ー
場
の
再
開
や
運
営
事
業
者

の
募
集
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的

な
運
営
を
確
保
で
き
る
か
な
ど
、
解
決
す
べ

き
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

④
本
町
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答
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Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
の
活
用

を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、

本
町
の
観
光
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
必
要
性

や
役
割
、
推
進
体
制
、
財
源
な
ど
を
十
分
に

検
討
し
た
う
え
で
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
町
と
し
て
は
、
現

時
点
で
直
ち
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立
を
進
め
る
考

え
は
な
く
、
ま
ず
は
、
あ
じ
ゃ
ら
山
を
中
心

と
し
た
既
存
の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
、

四
季
を
通
じ
た
誘
客
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
指

定
管
理
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
団
体
や
事

業
者
と
の
連
携
強
化
を
進
め
、
本
町
に
適
し

た
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
庁
の
「
国
際
競
争
力
の
高
い

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形
成
促
進
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
や
地
域
一
体
と

な
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
全
体
の
競
争
力
を
高
め
る

取
組
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
間
事
業

者
等
か
ら
具
体
的
な
事
業
提
案
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
個
別
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
（
二
）（
建
設
課
長
）

②
年
度
別
入
込
数
と
索
道
輸
送
人
員

に
つ
い
て
、
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
二
十
一

年
度
ま
で
の
国
際
エ
リ
ア
と
高
原
エ
リ
ア
そ

れ
ぞ
れ
分
け
て
、
お
答
え
す
る
。

ま
ず
平
成
元
年
度
、
国
際
エ
リ
ア
入
込
数

が
十
万
九
千
七
百
五
十
四
人
、
索
道
が
五
十

五
万
三
千
五
十
七
人
。
あ
じ
ゃ
ら
高
原
入
込

数
、
十
五
万
二
千
十
四
人
。
索
道
が
、
九
十

答

一
万
六
千
三
百
八
十
三
人
。
平
成
二
年
度
、

国
際
入
込
数
十
一
万
四
千
八
百
五
十
六
人
。

索
道
、
百
九
万
八
千
六
百
三
十
一
人
。
高
原

エ
リ
ア
入
込
数
が
二
十
六
万
六
千
三
百
七
十

二
人
。
索
道
で
百
八
十
三
万
六
千
七
百
十
一

人
。
平
成
三
年
度
、
…
…
（
中
略
（
※
議
事

録
参
照
））
…
…
平
成
二
十
一
年
度
、
こ
こ

が
最
終
年
度
に
な
り
、
国
際
エ
リ
ア
入
込

数
、
六
千
七
百
三
十
人
。
索
道
が
十
八
万
六

千
七
百
二
人
。
高
原
エ
リ
ア
入
込
数
六
万
三

千
九
百
七
十
八
人
。
索
道
は
三
十
五
万
九
千

五
十
一
人
と
な
る
。

　
（
三
）
平
成
二
十
七
年
四
月
に
町
内

の
す
べ
て
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ

て
、
新
し
い
大
鰐
小
学
校
が
誕
生
し
た
。
統

合
に
あ
た
っ
て
は
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
委

員
会
が
何
度
も
開
か
れ
、
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
一
つ
が
、

新
し
い
校
歌
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
。
結
果
的

に
は
、
作
詞
渡
辺
な
つ
み
さ
ん
、
作
曲
浜
圭

介
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
平
成
二
十
六
年
の
三
月
に
は
山
田
町
長

と
当
時
、
学
務
生
涯
学
習
課
長
だ
っ
た
私
が

上
京
し
て
、
両
先
生
に
直
接
お
会
い
し
て
、

お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
浜
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
浜

圭
介
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ

こ
で
質
問
す
る
。

①
浜
圭
介
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
い
つ
か
ら
何

回
開
催
し
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
年
度
の
参
加

人
数
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

②
最
後
の
開
催
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
浜
先

生
は
「
僕
が
元
気
な
う
ち
に
も
っ
と
大
鰐
町

の
役
に
た
ち
た
い
。
も
っ
と
僕
を
使
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

い
た
が
、
な
ぜ
や
め
た
の
か
。

③
今
後
再
開
す
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
（
三
）（
町
長
）

浜
圭
介
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、
大
鰐

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
曲
家
、
浜
圭
介
氏
と
の

つ
な
が
り
を
活
か
し
、
町
の
魅
力
発
信
と
文
化

交
流
を
目
的
と
し
て
、
町
観
光
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
、
開
催
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

①
平
成
三
十
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、
入

込
客
数
は
約
三
百
五
十
人
、
令
和
元
年
に
第

二
回
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
入
込
客
数
は
約

四
百
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
最
後
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
令
和
五

年
に
第
三
回
が
開
催
さ
れ
、
入
込
客
数
は
約

三
百
人
で
あ
っ
た
。

②
主
催
者
で
あ
る
観
光
協
会
に
お
い
て
、
運

営
体
制
や
開
催
経
費
な
ど
、
様
々
な
事
情
を

総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
、
開
催
し
な
い
こ

と
に
な
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

③
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
行
政
が
単
独

で
主
催
す
る
形
で
は
な
く
、
多
様
な
団
体
に

よ
る
実
行
委
員
会
等
が
主
体
と
な
り
、
町
が

そ
れ
を
後
押
し
す
る
形
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。

町
民
や
関
係
団
体
か
ら
、
自
主
的
な
企
画

や
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
具
体
的

な
動
き
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
町
と
し
て

答

も
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
一
）
大
鰐
町
が
経
済
的
に
も
強
く
な
る
た

め
に

（
二
）
高
齢
者
も
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

（
三
）
も
り
も
り
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
（
一
）
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
、
そ
し
て
地
域
の
雇
用
と
経

済
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
中
小
企
業
や

事
業
所
。
ど
の
業
種
も
燃
料
、
資
材
、
物

価
の
高
騰
、
利
益
が
少
な
く
な
っ
て
い
く

中
で
上
が
る
賃
金
な
ど
で
疲
弊
し
て
い

る
。
農
業
は
豪
雪
被
害
に
鳥
獣
被
害
で
大

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
米
に
関
し
て
は
や
っ

と
赤
字
経
営
か
ら
脱
け
出
せ
る
か
と
思
え

ば
、
ま
た
赤
字
経
営
に
戻
り
そ
う
な
流
れ

に
。
中
小
企
業
や
商
店
等
事
業
所
は
、
人

口
減
に
よ
っ
て
仕
事
や
売
り
上
げ
が
減

り
、
農
業
も
商
工
業
も
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
農
業
や
商
工

業
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
町
は
経
済

的
に
強
く
な
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
衰

退
し
て
い
く
だ
け
で
あ
る
。
な
ん
と
し
て

も
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
も
自
治
体
は
、
各
分
野
に

様
々
な
支
援
を
し
て
き
て
い
る
。
し
か

問

髙橋　浩二 議員
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し
、
そ
れ
で
も
現
状
は
ど
の
業
種
も
苦
し

く
な
っ
て
い
る
。

地
域
産
業
を
振
興
す
る
事
で
地
域
外
へ

の
依
存
度
を
下
げ
、
自
立
的
な
経
済
構
造

を
構
築
す
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
も

強
い
大
鰐
町
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
の
た

め
に
も
農
業
、
商
工
業
に
更
な
る
支
援
を

と
思
う
。
公
共
事
業
も
減
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
。
災
害
が
あ
れ
ば
、
い
ち
早
く

町
民
の
た
め
に
動
い
て
く
れ
る
の
が
地
元

の
業
者
で
あ
る
。
地
元
農
業
、
地
元
商
工

業
を
育
て
る
た
め
に
も
、
効
果
の
見
込
め

る
支
援
を
と
思
う
が
、
町
の
お
考
え
は
い

か
が
か
。

　
（
一
）（
町
長
）

本
町
の
地
域
経
済
を
支
え
て
い
る

農
業
や
商
工
業
は
、
人
口
減
少
や
担
い
手
不

足
に
加
え
、
原
材
料
費
や
燃
料
費
、
人
件
費

な
ど
の
上
昇
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に

置
か
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

特
に
農
業
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
高
温
や

豪
雪
な
ど
の
気
象
条
件
に
加
え
、
鳥
獣
に
よ

る
被
害
な
ど
、
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
商
工
業
に
つ
い
て
も
、
人
口
減
少

に
よ
る
消
費
市
場
の
縮
小
や
人
手
不
足
な
ど

に
よ
り
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
農
業
者
に
対
し

て
は
、
機
械
更
新
に
係
る
補
助
や
、
り
ん
ご

答

産
業
後
継
者
育
成
研
修
の
費
用
負
担
な
ど

を
、
商
工
業
者
に
対
し
て
は
、
信
用
保
証
料

の
補
助
や
、
経
営
力
向
上
を
支
援
す
る
取
組

み
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

地
域
経
済
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
、
単
に
個
々
の
事
業
者
を
支
援
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
農
業
、
商
業
、
観
光
な
ど
、

町
内
の
産
業
が
相
互
に
連
携
し
、
町
内
で
生

産
さ
れ
た
も
の
を
、
町
内
で
消
費
す
る
、
あ

る
い
は
町
外
か
ら
消
費
を
呼
び
込
む
と
い
っ

た
、
地
域
内
で
経
済
が
循
環
す
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

特
に
、
本
町
に
は
、
り
ん
ご
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
や
、
温
泉
、
ス
キ
ー
場
な
ど
の

観
光
資
源
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
、
地
域
産
品
の
付
加
価
値
を
高

め
、
町
外
へ
の
販
売
や
観
光
消
費
に
、
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。ま

た
、
地
域
の
事
業
者
は
、
災
害
時
に
お

け
る
物
資
の
供
給
や
復
旧
活
動
な
ど
、
町
民

の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
重
要
な
担
い
手
で

も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
も
、
地
域
の
事
業
者
を
守

り
、
育
て
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
経
済
対
策

で
あ
る
と
同
時
に
、
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
の
、
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

今
後
も
、
既
存
の
支
援
制
度
の
効
果
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
財
政
支
援
に
限
ら
ず
、

事
業
承
継
や
人
材
確
保
、
販
路
開
拓
、
新
た

な
商
品
開
発
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が

抱
え
る
課
題
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
（
二
）「
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
考
え

る
と
、
日
々
の
買
い
物
だ
け
で
な

く
、
診
療
所
や
病
院
に
行
く
の
も
気
軽
に
、

簡
単
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

ま
た
、
災
害
時
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
な

ど
、
県
の
危
機
管
理
統
括
官
に
相
談
に
行
っ

た
。
災
害
に
な
っ
た
時
、
各
地
区
で
一
人
暮

ら
し
の
方
や
、
高
齢
者
世
帯
を
把
握
し
、
連

絡
網
を
作
っ
て
お
け
ば
避
難
指
示
が
出
た
場

合
で
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
動
が
で
き
、
そ
れ

ら
の
情
報
を
自
治
体
と
共
有
し
て
お
け
ば
、

自
治
体
も
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
た
。

買
い
物
や
医
療
施
設
に
行
く
た
め
の
足
、

何
か
あ
っ
た
時
の
た
め
の
連
絡
網
と
そ
の
情

報
共
有
。
高
齢
者
が
不
便
と
思
う
こ
と
、
不

安
に
思
う
事
、
一
つ
で
も
多
く
解
決
で
き
れ

ば
、
そ
れ
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
繋
が

る
。
今
現
在
困
っ
て
い
る
高
齢
者
の
た
め

に
、
ま
た
今
後
免
許
返
納
な
ど
で
困
る
人
達

の
た
め
に
、
そ
し
て
災
害
時
の
不
安
を
減
ら

す
た
め
に
、
町
と
し
て
高
齢
者
の
生
活
の
足

や
、
災
害
時
の
連
絡
網
な
ど
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

　
（
二
）（
町
長
）

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
日
常
の

買
い
物
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
機
関
な
ど
へ

問答

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

特
に
、
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
高
齢
者

や
、
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
買
い
物
や
通
院
の
た
め
の
移
動
手
段
の

確
保
は
、
生
活
そ
の
も
の
に
関
わ
る
問
題
で

あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
な
ど
、
町
民
の
移
動
手
段
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
年
度
も
地
域
公

共
交
通
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
、
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
の
で
、
御
意
見
や
御
要
望
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
買
い
物
や
通
院
な

ど
、
具
体
的
な
利
用
目
的
に
対
応
で
き
る
交

通
手
段
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
災
害
時
の
高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
を
あ
ら
か
じ

め
把
握
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
本
町
で
は
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
、
災
害
時
に

支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
名
簿
を
作
成
す
る
だ
け

で
は
、
実
際
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
、
民
生
委
員
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
区
会
・
町
内
会
、
消
防
、
警
察
な

ど
の
地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
、
本
人
の
同

意
を
得
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
適
切
に
共

有
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
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今
後
も
、
高
齢
者
ご
本
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
の
皆
様
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
支

援
と
災
害
時
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
、

高
齢
者
も
暮
ら
し
や
す
く
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
町
を
目
指
し
て
い
く
。

　
（
三
）
も
り
も
り
子
育
て
支
援
事
業

の
支
援
内
容
が
突
然
変
更
に
な

り
、
当
事
者
で
あ
る
親
御
さ
ん
か
ら
、
ま
た

協
力
店
か
ら
も
厳
し
い
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
大
鰐
町
で
一
人
で
も
多
く

子
供
を
産
ん
で
も
ら
い
た
い
、
そ
う
い
う
思

い
が
あ
っ
て
の
支
援
事
業
だ
と
思
う
。
そ
の

た
め
に
も
、
元
の
支
援
内
容
に
戻
し
、
ま

た
、
変
更
後
の
支
援
を
受
け
た
皆
さ
ん
に

は
、
変
更
前
と
遜
色
の
な
い
支
援
を
と
思
う

の
だ
が
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

　
（
三
）（
町
長
）

本
事
業
は
、
本
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
新
生
児
の
御
家
族
を

対
象
に
、
米
や
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、
木
製
の

積
み
木
な
ど
、
様
々
な
大
鰐
産
品
を
贈
呈
す

る
こ
と
で
、
郷
土
愛
の
醸
成
や
産
業
の
活
性

化
促
進
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。

事
業
を
開
始
し
た
平
成
三
十
年
度
か
ら
令

和
七
年
度
の
期
間
で
、
約
二
百
世
帯
へ
、
大

鰐
産
品
を
贈
呈
し
た
。

支
援
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
今
年
の

問答

四
月
か
ら
贈
呈
品
の
う
ち
、
六
十
キ
ロ
分
の

米
を
受
け
取
れ
る
券
を
、
三
万
円
の
金
券
に

変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
生
児
の
御
家

族
の
声
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

の
で
、
御
意
見
を
踏
ま
え
検
討
の
う
え
、
適

切
に
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
一
）
農
道
、
林
道
の
整
備
に
つ
い
て

　
（
一
）
町
内
の
農
道
や
林
道
を
走
る

と
、
道
路
脇
に
生
え
て
い
る
樹
木

が
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
そ
の
枝
が
風
雪

で
下
が
っ
た
り
、
折
れ
た
り
と
、
通
行
や

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、
砂
利
が

流
さ
れ
て
い
る
道
路
で
は
放
置
し
て
お
く

と
、
穴
や
溝
が
出
来
て
通
行
が
出
来
な
く

な
る
可
能
性
も
大
で
あ
る
。

事
前
に
整
備
や
、
管
理
を
す
る
こ
と
で

弊
害
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
と
思
う
の
だ

が
、
町
の
対
応
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
う
。

　
（
一
）（
町
長
）

道
路
上
に
樹
木
や
草
が
は
み
出
し

て
い
る
と
、
通
行
に
支
障
を
き
た
す
ほ
か
、

見
通
し
が
悪
く
な
る
こ
と
で
交
通
事
故
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

問答

町
有
地
か
ら
道
路
へ
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
等
で
あ
れ
ば
、
町
で
伐
採
等
を
実
施
し
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
有
地
か
ら
道
路
へ

は
み
出
し
て
い
る
樹
木
等
は
、
土
地
所
有
者

に
所
有
権
が
あ
る
た
め
、
支
障
木
の
所
有
者

へ
連
絡
調
整
の
上
、
伐
採
等
の
対
応
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
大
雨
等
で
農
道
や
林
道
に
敷
設
し

た
砂
利
が
流
さ
れ
、
通
行
に
支
障
を
き
た
す

場
合
は
、
砂
利
を
敷
設
し
な
お
す
等
の
復
旧

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
通
行
や

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
危
険
箇
所
の
早
期
把
握
に
努
め
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

（
一
）
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
に
つ
い
て

　
（
一
）
後
期
高
齢
社
会
に
必
要
な

「
ケ
ア
ラ
ー（
介
護
）
支
援
条
例
」。

高
齢
者
・
身
体
の
障
が
い
等
に
よ
り
、
援

助
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
て
、
無
償
で

介
護
そ
の
他
の
援
助
を
し
て
い
る
家
族
等

を
、
支
援
す
る
た
め
に
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。

介
護
を
さ
れ
る
人
・
介
護
を
す
る
人

を
、
今
以
上
の
支
援
を
行
政
と
し
て
条
例

を
制
定
し
、
町
長
が
標
ぼ
う
す
る
「
オ
ー

問

ル
大
鰐
で
安
全
・
安
心
に
健
や
か
で
豊
か

な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
な

る
と
思
う
。

町
と
し
て
条
例
を
推
進
す
る
の
か
お
伺

い
す
る
。
ま
た
、
制
定
を
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
そ
の
理
由
を
伺
う
。

　
（
一
）（
町
長
）

高
齢
者
や
身
体
上
又
は
精
神
上
の

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い

て
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
援
助
す
る
、
ケ

ア
ラ
ー
へ
の
支
援
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
各
相
談
支
援
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
既
存
の
福
祉
・
介
護
制

度
や
任
意
事
業
に
よ
り
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
、
相
談
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
行
の
法
律
や
既
存
の
制
度
の
仕
組
み
に

よ
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い

が
、
既
存
の
制
度
の
活
用
を
進
め
な
が
ら
、

今
後
の
国
・
県
等
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

な
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。 答

三浦　道広 議員

前田　一裕 議員
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大鰐町の町民一人当たりの決算について
　広報 10 月号で令和７年度の決算について掲載しま
したが、町の財政状況をよりわかりやすくお知らせす
るため、町民一人当たりの決算を公表します。
　 令 和 ７ 年 度 の 決 算 額 を 令 和 ８ 年 ３ 月 末 の 人 口

（7,918 人）で割ったもの、令和６年度の決算額を令
和７年３月末の人口（8,165 人）で割ったものです。

３．一般会計の歳出（目的別）
 支出を目的別に区分したものです。

区　　分 R ７年度 R ６年度
議会費 7,696 7,584
総務費 118,340 96,797
民生費 191,861 202,762
衛生費 85,840 132,466
労働費 539 468
農林水産業費 27,463 26,764
商工費 16,218 18,711
土木費 120,002 106,445
消防費 33,428 35,934
教育費 89,881 86,958
災害復旧費 1,089 412
公債費 74,990 72,763
諸支出金 68 52

歳  出  合  計 767,415 788,116

５．地方債残高
　町全体の地方債（借金）残高は、町民一人当たり
1,242,322 円となっております。

区　　分 R ７年度 R ６年度
一般会計 932,917 927,611
温泉事業特別会計 14,121 3,921
診療所事業特別会計 1,774 2,213
簡易水道事業会計 2,133 1,739
下水道事業会計 291,377 294,611

地  方  債  合  計 1,242,322 1,230,095

４．基金残高
　一般会計の基金、特別会計等の基金、定額の資金を
運用する基金に区分しております。町全体の基金（貯金）
残高は、町民一人当たり 434,366 円となっております。

区　　分 R ７年度 R ６年度
一
般
会
計

財政調整基金 178,547 163,055
減債基金 41,242 28,473
その他特定目的基金 147,233 126,574

特
別
会
計
等

国民健康保険財政調整基金 28,402 27,392
介護保険財政調整基金 18,701 17,054
温泉事業財政調整基金 1,746 1,684
簡易水道事業財政調整基金 1,278 1,237

定
額
運
用

土地開発基金 2,126 2,061

奨学基金 15,091 14,202

基　金　合　計 434,366 381,732

２．一般会計の歳出（性質別）
　支出を性質別に区分したもので、支出が義務付けら
れる経費（義務的経費）、公共施設等の建設や災害復
旧に係る経費（投資的経費）、その他の経費に区分し
ております。歳出合計は 767,415 円となっております。

区　　分 R ７年度 R ６年度

義務的
経　費

人件費 112,362 101,902
扶助費 100,558 107,861
公債費 74,990 72,763

投資的
経　費

普通建設事業費 93,468 131,545
災害復旧事業費 1,088 411

その他
の経費

物件費 104,038 96,980
維持補修費 32,911 37,265
補助費等 112,079 112,040
積立金 22,915 15,428
投資・出資金 0 2,714
貸付金 114 135
繰出金 112,892 109,072

歳　出　合　計 767,415 788,116

１．一般会計の歳入
　町の権限で収入できるもの（自主財源）とできない
もの（依存財源）に区分しております。地方交付税が
最も大きく、町民一人当たり 435,413 円となってお
り、歳入合計は 808,850 円となっております。

区　　分 R ７年度 R ６年度

自
　
主
　
財
　
源

町税 84,601 75,651
分担金負担金 1,836 1,238
使用料手数料 2,638 2,631
財産収入 2,708 1,328
寄附金 3,614 3,337
繰入金 8,388 10,477
繰越金 5,225 4,283
諸収入 38,144 27,323

依
　
存
　
財
　
源

地方譲与税 10,200 9,668
地方消費税交付金等 32,656 29,446
地方特例交付金 461 3,997
地方交付税 435,413 412,251
国庫支出金 88,474 98,918
県支出金 49,607 44,830
町債 44,885 89,754
歳　入　合　計 808,850 815,132

注：単位は全て円単位です。
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火災予防・交通安全　  こちら警察・消防！

警察だより
黒石警察署大鰐交番
☎48・2241

薄暮時間帯・夜間の交通事故防止について
これから年末に向けて、薄暮時間帯（日没前後１時

間ずつ）・夜間の 人と車両の交通事故 の割合が増加傾
向にあります。

歩行者はヘッドライトなどで車を認識していても、
ドライバーは歩行者を確認できていないことが多く、
歩行者の「見えているだろう」とドライバーの「そこ
にいたなんて」という 視認性のズレが事故につな
がっている と考えられます。

　交通事故を防ぐポイント

★明るい目立つ色の服装・反射材用品の着用
薄暮時間帯・夜間は、歩行者が思っている以上

にドライバーからは見えにくくなります。寒い時
期は、黒や紺色などの暗い色の上着を着る機会が
多くなりますが、外出するときは、意識的に白・
黄色などの明るく目立つ色の服装を選びましょう。

さらに、反射材用品を身に着けることで、ドラ
イバーから発見されやすくなります。反射材を着
用している歩行者は、着用して
いない歩行者よりも２倍以上手
前で発見できると言われていま
す。「見えているから大丈夫」
ではなく、「見つけてもらう」
工夫をしましょう。

★早めのライト点灯と危険予測
「まだ明るいから大丈夫」と思わず、暗くなる前

から早めにライトを点灯しましょう。車のヘッド
ライトは、対向車をまぶしくさせないように光の
照射範囲を制限しているため、ロービームでは進
路前方を遠くまで照らすことはできません。ライ
トが照らしていない場所に危険が潜んでいる可能
性があることを意識して、対向車や先頭車がいな
い場合は、ハイビームを積極的に活用しましょう。

「歩行者がいるかもしれな
い」、「自転車が出てくるかもし
れない」と危険を予測して、あ
らかじめ速度を落としたり、ブ
レーキを踏む準備をすることが
大切です。特に、横断歩道や交
差点、住宅地などでは速度を控え、危険に備えた
運転を心掛けましょう。

「安全運転相談窓口」を活用してみま
せんか？

　運転に支障がある病気等にかかった方やそのご家族
等からの相談を受け付けています。
〈相談窓口〉
　・青森県運転免許センター
　・八戸、弘前、むつ自動車運転免許試験場
　・県内各警察署

～高齢ドライバーのみなさん、家族のみなさん～
　運転に不安を感じたら、まずはご相談ください。安
全運転ダイヤルでご相談できます。
【電話番号】＃８０８０
　　　　　　（シャープハレバレ）
【相談受付時間】午前９時から午後４時まで
　　　　　　　　（土、日、祝日及び年末年始を除く）

●この内容に関する問合先
青森県警察本部交通部運転免許課　高齢運転者等
支援係・運転免許管理係　☎017・782・0081

マイナ免許証
　マイナンバーカードに免許情報を記録し、運転免許
として利用できるようになりました。
　・青森県運転免許センター
　・弘前・八戸・むつ運転免許試験場
で手続きが可能です。

※警察署では手続きができませんので、ご注意ください。

　マイナ免許証の保有者は、マイナンバーカードの署
名用電子証明書（６～16桁の署名用電子証明書暗証
番号）を警察に申出することなどにより、次のサービ
スを受けられるようになります。
　・オンラインによる更新時講習
　・住所変更等は市町村窓口に届出するだけで、免許
　　センター等での変更手続きが不要

詳しくは
　青森県警察　マイナ免許

●この内容に関する問合先
青森県警察本部交通部運転免許課　
☎017・782・0081

■お問合せ　黒石警察署大鰐交番　☎48・2241
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火の確認火の確認

いい日を支える　いい習慣いい日を支える　いい習慣

令和8年度全国統一防火標語令和8年度全国統一防火標語

■大鰐町内の火災・救急発生状況（令和８年９月末現在）
令和８年 前年比

火　災 １件 －２件
救　急 ２９１件 －７８件

1 1 月 ９ 日 は「 1 1 9 番 の 日 」１１月９日は「１１９番の日」
　総務省消防庁では、毎年 11 月９日を「119 番の日」と定め、119 番通報についての正し
い知識と理解を深めてもらうとともに、防災意識の高揚を図っています。
　火災や急病、けがや交通事故など目の前で災害が突然発生した場合は、誰でも気が動転し、興奮した状態にな
りがちです。一刻を争うときでも、「慌てず・落ち着いて・正確に」119 番通報できるように、町会や自治会ま
たは勤務先などで実施する防災訓練の際に、通報訓練を積極的に行い、通報の仕方を身に付けましょう。

【令和７年中の119番受付件数】
　令和７年中に弘前地区消防事務組合管内（弘前市・
黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館
村・西目屋村）で受付した119番件数は１万８千193
件で、１日当たり約50件でした。これは約29分に１
件の割合で受付したことになります。

【119番通報のシステム】
　弘前地区消防事務組合管内から加入電話（一般・IP）
や携帯・公衆電話などで119番通報すると消防指令セ
ンター（※令和８年４月１日から「弘前・西北五地域
共同消防指令センター」）につながり、そこから災害現
場に最も近い消防署・分署に出動指令が出されます。
※携帯電話からの通報は、電波の状態によっては近隣

の消防本部につながる場合があるため、必ず市町村
名から住所を話してください。管轄が違う場合は、
災害現場の管轄消防本部へ転送されます。

【FAX119・NET119緊急通報システム】
　聴くことや話すことが不自由な方への対応として、
ＦＡＸやスマートフォン、携帯電話のインターネット
機能（ＷＥＢ機能）による１１９番通報が行えます。

（ＮＥＴ１１９緊急通報システムによる通報には、事
前の登録申請が必要です。詳しくは弘前地区消防事務
組合ホームページ　https://www.hirosakifd.jp/　を
ご覧いただくか、ホームページから消防本部通信指令
課へお問い合わせください。）

【119番は緊急電話です】
　119番は緊急通報専用の電話です。災害や夜間・休

日の救急病院等の問い合わせについては、下記へお問
い合わせください。

・火災など災害のお問い合わせ�（災害情報テレホン
ガイド）☎ 050－ 5536－ 3896

・夜間、休日の救急病院等のお問い合わせ�（医療機
関紹介電話）☎ 050－ 5846－ 7780

※令和８年２月１日から音声ガイダンス方式と
なっております。

・救急相談のお問い合わせ（15歳以上対応）（あお
もり救急電話相談）
☎ ＃ 7 1 1 9（ ダ イ ヤ ル 回 線 、I P 電 話 か ら は 、
0 1 7 － 7 1 8 － 0 2 8 9 ）

・お子さんの救急相談のお問い合わせ（15歳未満
対応）（青森県子ども医療でんわ相談）
☎ ＃ 8 0 0 0（ ダ イ ヤ ル 回 線 、I P 電 話 か ら は 、
0 1 7 － 7 2 2 － 1 1 5 2 ）

■お問合せ　弘前消防本部通信指令課
弘前地区消防事務組合ホームページ https://www.
hirosakifd.jp/ からお問い合わせください。

消防だより

東消防署 南分署
☎48・2108
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【津軽広域連合より】地域資源レポート巡回写真展開催

【津軽広域連合より】レジンキーホルダー作り体験　― 参加者募集 ―

圏域８市町村住民のみなさんから投稿された、津軽地域の素敵な写真やイラストを紹介する写真展を開催しま
す。ぜひご覧ください！
■期間　11月６日（金）～11月15日（日）
■場所　大鰐温泉駅
■時間　始発～終電まで
※観覧は無料です。
※写真展は圏域８市町村施設を巡回して開催します。
※日程詳細は津軽広域連合ホームページを（右記二次元コード）ご確認ください。

■お問合せ
津軽広域連合　総務課　総務企画係　☎31・1201

　津軽広域連合では、圏域のお子さんを対象に体験教室を開催します。自分だけのオリジナル作品をつくってみ

ませんか？ご応募お待ちしています！

【開催日時】　12月19日（土）　午前の部 10：30～12：00　午後の部 ２：00～３：30

【開催場所】　藤崎町文化センター ３階　多目的ホール（現地集合・現地解散）

藤崎町大字西豊田一丁目１

【体験内容】　本物のお花を使ったレジンキーホルダーを作ります。

【講　　師】　cocoPri　對馬　宏美さん

【参 加 費】　（A ～ C のうち１つ選択）

①スタンダード（中身を固める）タイプ	       A：スノードーム型＝1,200円

②シャカシャカ（中身が動く）タイプ	       B：ツリー型＝1,650円

C：雪だるま型＝1,650円

【参加対象】　弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎館村、西目屋村にお住まいのお子さん　

（４歳～。小学２年生以下は保護者同伴での参加をお願いします。親子での体験も可）

【募集人数】　各40人

【応募方法】　「電子メール」に、①住所（市町村名のみ）、②参加者氏名（ふりがな）、③学年・年齢、④作りた
いもの（A ～ C の中から1つ選択）、⑤希望時間（午前・午後・どちらでも可）、⑥保護者氏名（ふ
りがな）、⑦電話番号、⑧メールアドレスを記入してお申し込みください。

※⑤～⑧は代表者のみ。２人以上または親子でそれぞれ製作する場合は、製作する方全員の①～④

　を明記ください。

※応募者多数の場合は抽選を行い、結果を12月４日（金）に⑧のメールアドレス宛にお知らせします。

　rengou@tsugarukoiki.jp からのメールを受信できるようあらかじめ設定をお願いします。

【申込期限】　11月25日（水）

■お問合せ・お申込み
〒036-8003 弘前市大字駅前町９番地20ヒロロ３階

津軽広域連合　レジンキーホルダー作り体験　係　

☎31・1201　E-mail：rengou@tsugarukoiki.jp
詳しくはホームページへ

【上記二次元コード】
【申込メール二次元コード】
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2026年10月１日（木）から弘南バスの運賃を改定しました。弘前市発着の路線
は「最大500円」でご利用いただけます！

弘南バスでは、2026年10月１日（木）より、運賃改定を実施いたしました。尚、引き続き弘前市を発着する
路線の運賃は、一律上限500円となります。

また、運賃のお支払いには、「MegoICa（メゴイカ）」や「Suica（スイカ）」などの便利な交通系 IC カード
をご利用いただけます。IC カードなら、乗車・降車時にタッチするだけでスムーズにお支払いできます。

現金を用意する手間もなく、バスをより便利にご利用いただけます。通勤・通学や買い物、通院など、日常の
移動にもぜひ路線バスをご利用ください。

※詳細は、弘南バスホームページ（右記二次元コード）でご確認ください。

これからも地域の皆さまの身近な交通手段として、安全・安心なバス運行に努めてまいります。

【弘南バス株式会社より】路線バスの運賃を改定しました

■お問合せ　弘南バス株式会社　弘前バスターミナル　☎ 36・5061

青森県下水道協会による「令和８年度排水設備工事配管工認定講習及び責任技術者・配管工更新講習」が実施
されます。

【青森県下水道協会より】「令和８年度排水設備工事配管工認定講習及び責任技
術者・配管工更新講習」の実施案内について

●講習日　
　令和９年１月14日（木）〜１月21日（木）
●講習当日受付 
　講習開始時刻の30分前から５分前まで
●講習会場 
【配管工認定講習】青森市、弘前市、八戸市の３会場より選択
【責任技術者更新講習】青森市、八戸市の２会場より選択
【配管工更新講習】青森市、八戸市の２会場より選択

●試験手数料（振込手数料は別途）
【配管工認定講習】　7,000円
【責任技術者更新講習】　7,000円
【配管工更新講習】　5,000円
●申込受付日

令和８年11月４日（水）～11月30日（月）
（土・日曜日、祝日を除く）

■手続き先・お問合せ　建設課　温泉水道室　☎ 55・6594

当調査は、お住まいの地域の観光に対する考え方や思いを知るためのものです。いただいた回答は、津軽地域
の観光促進のための参考とさせていただきます。

【クランピオニーつがるより】住民観光意識調査へのご協力のお願い

対象地域：

特　　典：

調査期間：

弘前市、黒石市、五所川原市、つがる市、平川市、鰺ヶ沢町、深浦町、西目屋村、藤崎町、大鰐町、
田舎館村、板柳町、鶴田町、中泊町
アンケートにご回答いただいた方の中から抽選で、３か月ごとに10名様へ津軽地域の特産品セット

（3,000円相当）をプレゼントいたします。※アンケートの回答は実施期間内でお一人様１回までと
させていただきます。
令和８年４月１日～令和９年３月31日

■お問合せ　（一社）ClanPEONY 津軽［クランピオニーつがる］
　　　　　　☎ 88・6090　Mail：cptsugaru@gmail.com

アンケート回答・プレゼント応募はコチラから➡
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あなたの町の企業を全力応援！！　  21あおもり経営支援通信 

　２１あおもり産業総合支援センター（青森市）では、県内の中小企業者の皆様の創業、
売上拡大、経営改善、事業承継など、経営に関する様々な相談に応じています。
　今回は、親族内承継について紹介します！

親族内承継のメリット・デメリット
事業承継には、子息などの親族に継がせる「親族内承継」、従

業員や役員に継がせる「従業員承継」、第三者に継がせる「第三
者承継」があります。この中でも、もっともなじみが深く、イメー
ジしやすい方法が親族内承継です。

以前は事業承継の多くが親族内承継でしたが、近年は大幅に減
少し、親族内承継・従業員承継・第三者承継いずれも３分の１く
らいの割合になっています。

親族内承継のメリットは次の３点です。
①　一般的に社内外の関係者から心情的に受け入れられやすい。

長年ともに仕事をしている間柄であれば、周囲も事業承継を自然な流れとして受け入れやすい
傾向があります。

②　一般的に後継者を早期に決定し、長期の準備期間を確保できる。
早い段階からお互いの意思を確認しあい準備を始めることができます。

③　他の方法に比べて、所有と経営の分離を回避できる可能性が高い。
事業用資産や自社株式を後継者に集中させるための準備を早期に始めることができます。

またデメリットは次の２点です。
①　親族内に、経営能力と意欲がある者がいるとは限らない。

少子化の進展で子供の数が減っているなか、大学を卒業し就職する方が多くなっています。
また、意欲はあっても経営能力があるとは限りません。

②　相続人が複数いる場合、後継者の決定・経営権の集中が困難。
後継者の決定や経営権の集中に向けた取組の中で後継者以外の相続人に対する配慮が必要にな
ります。

以上のようなメリット・デメリットを踏まえ、関係者との意思疎通を図りながら慎重に親族内承継
手続きを進める必要があります。

次回は、親族内承継の具体的な進め方として事業承継・引継ぎ支援センターが行っている事業承継
計画の作成について紹介させていただきます。

■問合せ先　青森県事業承継・引継ぎ支援センター（21あおもり産業総合支援センター内）
TEL　017・723・1040
メール　hikitsugi@21aomori.or.jp	 ホームページはこちら▶

2026　Vol.8

事業承継
を全力応援!!

11月は事業承継強化推進月間
お気軽にご相談ください！
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13

株式会社　檜葉三百

こんにちは。檜葉三百（ひばさんびゃく） です。
毎⽉、地域の⽅を出会った順にインタビューさせていただき、お届けしていきます。

昼はラーメン、夜はカラオケスナック。長年、飲食や観光の現場を歩いてきた
工藤準治さんに、店を開いた理由と大鰐への思いを伺いました。

編集後記
　いつも明るく、冗談を交えながら場を楽しませてくれる工藤さん。今回も笑いの絶えないインタビューでしたが、話を聞いていく
うちに、その内側にある熱い思いが見えてきました。手頃な価格を守り続けること、地域の人が気軽に立ち寄れる場所を残すこと、
そして大鰐のこれからを本気で考えていること。普段の少しおどけた姿からは想像できないほど、一本筋の通った強さを感じました。
笑顔の奥にある地域への優しさと覚悟。それこそが、工藤さんが多くの人から愛される理由なのだと思います。	 （⾅井）

９⽉の活動記録 檜葉三百

昼はラーメン、夜は歌と会話を。地域に寄り添う店「Jun’s」工藤さんとの会話も楽しいです！

　檜葉三百が大鰐町で活動を始めてから、１年が経ちました。この１年間、町内のさまざまな場所に行かせて頂
き、多くの皆さんから大鰐の歴史や暮らし、地域への思いを聞かせていただきました。駅なかの活用やふるさと
納税、地域おこし協力隊の募集など、町の未来につながる取り組みも少しずつ形になり始めています。大鰐に昔
からある魅力や大切にしてきたものを見つめ直し、町の外へ伝え、次の世代へつないでいくことが私たちの役割
です。支えてくださった皆さんに感謝しながら、２年目も町の皆さんと一緒に、一歩ずつ取り組んでいきます。

工
く

藤
どう

 準
じゅん

治
じ

さん

第十三回⽬は、

ここりすりす通通信信

大鰐町で生まれ育ち、町内の小・
中学校を経て、弘前市内の高校へ進
みました。卒業後はコーヒー会社の
営業を皮切りに、喫茶店や中古車販
売、製造工場など、さまざまな仕事
を経験しました。転機となったのは、
スキー場での業務です。そこで飲食
や接客の仕事に関わったことをきっ
かけに、ホテルで接客や店舗運営に
ついて学び、ホールの責任者も務めました。その後も飲食店
や宿泊・観光施設などで働き、多くのお客様や仲間と接しな
がら、店づくりの経験を重ねてきました。

これまで、どのような仕事をしてきましたか？
ステーキ店の仕事を終えた頃にコロナ禍となり、母の介護

や生活のことも考える中で、次の仕事を探していました。そ
んな時、ほぼ居抜きで初期投資を抑えて始められる今の店舗
と出会ったんです。体調を崩していたこともあり、まずは昼
のラーメン一品からスタートしました。近所の方に「ラーメ
ン屋」として覚えていただき、体調が戻ってから夜の営業も
開始。今は昼がラーメン、夜はカラオケスナックという形で
営業しています。料理人として修業した経験はありませんが、
長年現場で見て、食べてきた経験を頼りに、年配の方にも食
べやすい味を考えています。

Jun’s は、開店当時から一度も価格を変えていません。物
価等が上がり経営は決して楽ではありません。それでも、大
鰐町の方が値段を気にしすぎることなく、気軽に昼ご飯を食
べられる店でありたいと思っています。「この値段なら、また
来られる」と思ってもらい、地域の方の日常の中に店があり
続けることを何より大切にしています。時には、お客様が畑
で採れた野菜を持ってきてくれたり、「無理せず頑張って」と
声をかけてくれたりすることもあります。店を支えているの
は、料理を食べに来てくれるお客様だけではなく、日頃から
気にかけてくれる地域の皆さんとのつながりです。

昔は町の中に働く場所があり、仕事帰りに飲食店へ出る人
も多く、地域の中でお金と人が動いていました。今は店を続
ける側も厳しく、外から人を呼ぶだけではなく、町民が働け
る場所をどうつくるかが大切だと思います。

企業誘致だけでなく、弘前などへ通勤しながら大鰐に住め
る住宅環境を整え、温泉のある暮らしを選んでもらう方法も
あるはずです。「働く場所」と「住む場所」の両方を考えるこ
とが、町を元気にする一歩になると思います。

自分の店「Jun’s」を始めたきっかけは？

手頃な価格を続けるのは、なぜですか？ これからの大鰐に必要だと思うことは？

Jun’s マスター
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第16回大鰐町長杯＆ロータリークラブ杯あじゃらＣＵＰ結果

本大会には、当町からあじゃら BBC が出場しまし
た。終盤まで試合を優位に進めていましたが、最終回
に逆転を許し、惜しくも初戦突破とはなりませんでし
た。それでも、決して多くはない人数ながらも、どん
な場面でも全員で声を掛け合う選手達の姿が印象的で
した！

〇優　勝：陸前高田ベースボールクラブ（岩手県）
〇準優勝：鹿角 DREAMS（秋田県）
〇第３位：ダイヤモンドクラブ八戸（青森県）
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―
福
士

（
あ
）
工
藤
玄
、
棟
方
、
工
藤
玄
―
棟
方
、
工
藤
玄
、
棟
方

▽
三
塁
打 

佐
藤
結
（
あ
）
▽
二
塁
打 

福
士
、
岩
谷
（
弘
）

佐
藤
碧
（
あ
）

二
回
表
、
弘
前
東
Ｂ
Ｂ
Ｃ
打
線
を

三
者
凡
退
に
抑
え
る
あ
じ
ゃ
ら
Ｂ

Ｂ
Ｃ
先
発
工
藤
玄

三
回
裏
あ
じ
ゃ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ
二
死
一

二
塁
、
佐
藤
結
の
適
時
三
塁
打
で

二
者
が
生
還
し
、
３
−０
と
リ
ー

ド
を
広
げ
る

弘
前
東
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

０
０
０ 

０
４ 

４

あ
じ
ゃ
ら
Ｂ
Ｂ
Ｃ 

１
０
２ 

０
０ 

３

大鰐町長杯グラウンド・ゴルフ交歓大会結果
●日　　　時　令和８年９月11日（金）午前９時
●場　　　所　あじゃら常設グラウンド・ゴルフ場
●参　加　者　164名
●参加協会数　15協会

●ホ ー ル 数　32ホール
●最 優 秀 選 手　高坂　昭雄　大館市
●男子の部優勝　高坂　昭雄　大館市
●女子の部優勝　福井　妙子　つがる市

◆男子の部
順位 氏名 団体名 打数 １打 ２打 ３打

1 高坂　昭雄 大館市 78 ２ 10 18
2 野沢　孝雄 黒石市 81 1 13 15
3 佐藤　周一 弘前市 81 １ 12 17
4 藤本　勝郎 藤崎町 83 1 13 13
5 兼平　恒一 深浦町 84 ２ ９ 15
6 長内　正司 鶴田町 84 ２ ８ 16

◆女子の部
順位 氏名 団体名 打数 １打 ２打 ３打

1 福井　妙子 つがる市 86 １ 12 12
2 間形きよえ 大鰐町 86 １ 10 16
3 今井　靖子 平川市 87 １ 12 12
4 岩谷　弘子 平川市 87 ０ 11 19
5 金枝まき子 平川市 88 ２ ４ 20
6 小山美津子 青森市 88 １ ９ 17

※同打数同順位の場合は少数打数で、さらに年長者を上位と決定
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消
防
団
員
が
、
迅
速
・
確
実
・
安
全
に
行

動
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
消
防
用
機
械
器

具
の
取
扱
い
と
操
作
の
基
本
に
つ
い
て
、
そ

の
技
術
の
正
確
性
や
迅
速
性
を
競
う
消
防
操

法
大
会
。
全
国
大
会
が
二
年
に
一
回
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
青
森
県
消
防
操
法
大
会

が
そ
の
予
選
も
兼
ね
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、

令
和
八
年
度
が
そ
の
年
と
な
る
。

今
回
、
南
黒
地
区
消
防
協
会
か
ら
は
大
鰐

町
消
防
団
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）
と
田
舎

館
村
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）
が
出
場
す

る
こ
と
と
な
り
、
大
鰐
町
消
防
団
か
ら
は
第

10
分
団
（
駒
木
地
区
）
の
出
場
が
決
ま
っ
て

い
た
。

前
回
、
同
大
会
に
大
鰐
町
消
防
団
が
出
場

し
た
の
は
平
成
28
年
度
。
そ
の
際
も
第
10
分

団
が
出
場
し
、
第
３
位
だ
っ
た
。
操
法
大
会

と
言
え
ば
、
普
段
の
仕
事
や
家
庭
の
こ
と
が

あ
る
中
で
、
そ
の
訓
練
に
励
む
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
並
大
抵
の
気
持
ち
で
は
取
り
組

む
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

出
場
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
、「
正
直
、
ま
だ

実
感
が
湧
い
て
い
な
か
っ
た
。」
と
吹
田
敬
雄

分
団
長
は
言
う
。
一
方
、
吹
田
慎
太
郎
１
番

員
は
「
全
力
で
頑
張
ろ
う
」
と
意
気
込
み
、

前
田
亮
２
番
員
は「
噂
に
は
練
習
が
き
つ
い
と

き
い
て
い
た
の
で
覚
悟
を
決
め
た
。」
と
話
す
。

５
月
下
旬
、
本
番
に
向
け
て
、
つ
い
に
訓

練
が
始
ま
っ
た
。
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

は
、
指
揮
者
・
１
番
員
・
２
番
員
・
３
番

員
・
４
番
員
・
補
助
者
で
１
チ
ー
ム
が
構
成

さ
れ
る
。
規
律
訓
練
、
体
力
測
定
を
経
て
選

考
さ
れ
た
選
手
は
６
月
に
入

る
と
、
各
操
作
員
の
基
本
と

な
る
動
き
と
ポ
ン
プ
操
法
の

流
れ
に
基
づ
い
た
操
作
の
訓

練
を
中
心
に
、
徹
底
的
に
基

礎
を
磨
き
上
げ
た
。
７
月
に

入
る
と
、
さ
ら
に
放
水
訓

練
・
ポ
ン
プ
操
作
訓
練
が
加

わ
り
、
徐
々
に
ポ
ン
プ
操
法

の
形
と
な
っ
て
い
く
。
そ
し

て
８
月
。
大
会
本
番
ま
で
つ

い
に
１
か
月
を
切
っ
た
。
選

手
達
は
、
放
水
訓
練
と
反
復

練
習
を
行
い
な
が
ら
、
各
操

作
員
の
行
動
を
入
念
に
確
認
し
た
。
約
３
か

月
に
及
ぶ
訓
練
を
経
て
、「
以
前
よ
り
も
結
束

力
が
増
し
た
。」
と
吹
田
澪
指
揮
者
、
吹
田
陸

哉
４
番
員
、
吹
田
義
衛
補
助
者
ら
は
口
を
揃

え
る
。

迎
え
た
８
月
28
日
、
大
会
当
日
。
会
場
に

は
、
出
場
す
る
第
10
分
団
の

選
手
達
を
応
援
し
よ
う
と
、

大
勢
の
地
区
住
民
や
家
族
ら

が
来
場
し
て
い
た
。「
選
手

よ
り
も
緊
張
し
て
い
た
。」

と
吹
田
敬
雄
分
団
長
。
選
手

達
の
間
に
も
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
た
。
競
技
開
始
前
、
円

陣
を
組
む
。
想
い
を
一
線
に
…
。
緊
張
感
は

少
し
ず
つ
ほ
ぐ
れ
、
10
年
前
の
リ
ベ
ン
ジ
に

燃
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
想
い
」
は
１
つ
に

な
っ
て
い
く
。「
こ
れ
ま
で
応
援
や
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
方
々
や
出
れ
な
い
選
手
の
分
ま

で
頑
張
ろ
う
と
思
っ
た
。」
と
吹
田
一
樹
３
番

員
。「
い
つ
も
ど
お
り
や
ろ
う
。」
と
吹
田
澪

指
揮
者
。
冷
静
さ
は
欠
か
さ
な
い
。

そ
し
て
つ
い
に
、
競
技
が
始
ま
っ
た
。
指

揮
者
の
号
令
で
操
作
員
が
一
斉
に
動
き
出

す
。
吹
田
慎
太
郎
１
番
員
が
俊
敏
な
動
き
で

駆
け
出
す
。
前
田
亮
２
番
員
が
そ
の
後
方
か

ら
続
き
、
ホ
ー
ス
を
結
合
し
、
１
線
が
完

成
。
想
い
が
繋
が
っ
て
い
く
。
吹
田
慎
太
郎

１
番
員
が
標
的
の
火
点
を

め
が
け
て
構
え
る
と
、
吹

田
陸
哉
４
番
員
の
的
確
な

ポ
ン
プ
操
作
で
想
い
が
乗

っ
た
放
水
が
火
点
に
命
中

す
る
。
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
ベ
ス
ト
に
引
け
を
取
ら

な
い
ほ
ど
の
良
い
流
れ
が

続
く
。
前
田
亮
２
番
員
と

吹
田
一
樹
３
番
員
が
第
２
線
延
長
の
た
め
駆

け
出
す
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
会
場
が
ざ
わ
つ

く
。
そ
し
て
前
田
亮
２
番
員
が
見
事
火
点
に

放
水
を
命
中
さ
せ
る
。
力
強
く
美
し
い
２
本

の
水
柱
と
、
吹
田
一
樹
３
番
員
が
構
え
る
鳶

口
が
引
き
締
め
る
会
場
の
空
気
。
訓
練
の
成

果
は
見
事
に
発
揮
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
技
術

を
魅
せ
た
。
ま
さ
に
「
大
鰐
魂
」。
ホ
ー
ス
の

離
脱
を
吹
田
陸
哉
４
番
員
が
締
め
く
く
り
、

各
操
作
員
が
身
体
・
服
装
の
点
検
を
行
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
「
異
常
な
し
！
」
の
報
告
を
受

け
た
吹
田
澪
指
揮
者
が
終
了
報
告
し
、
会
場

内
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

結
果
は
３
位
。
惜
し
く
も
優
勝
と
は
な
ら

ず
、
悲
願
の
全
国
大
会
出
場
に
は
届
か
な

か
っ
た
。「
優
勝
を
狙
っ
て
い
た
だ
け
に
悔
し

か
っ
た
」
と
吹
田
敬
雄
分
団
長
を
は
じ
め
、

選
手
達
は
悔
し
さ
を
滲
ま
せ
た
。
そ
れ
で

も
、「
こ
れ
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
出
し
切
る

こ
と
は
で
き
た
。」
と
前
田
亮
２
番
員
。
訓
練

を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
消
防
署
南
分
署
員

の
方
々
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
町
消
防

団
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
そ
し
て
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
の
想
い
も
溢
れ
出
る
。
み
ん

な
が
繋
い
だ
「
想
い
」。
洗
練
さ
れ
た
消
防
操

法
を
威
風
堂
々
と
披
露
し
、
そ
の
迫
力
と
一

体
感
で
会
場
の
注
目
を
浴
び
た
。「
観
客
や
関

係
者
か
ら
も
称
賛
の
声
が
寄

せ
ら
れ
、
指
導
員
と
し
て
、

『
こ
こ
ま
で
来
た
か
。』
と
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。」
と

消
防
署
南
分
署
の
佐
藤
禎
淳

操
法
指
導
員
は
振
り
返
る
。

続
け
て
、「
優
勝
に
は
あ
と

一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
３
位
は
決
し
て
順
位
だ
け
で
は
語

れ
ま
せ
ん
。
選
手
た
ち
の
汗
と
涙
、
そ
し
て

『
勝
ち
た
い
』
と
い
う
思
い
を
胸
に
積
み
重
ね

た
３
か
月
間
の
努
力
の
結
晶
で
す
。
指
導
員

と
し
て
最
後
ま
で
成
長
し
続
け
た
選
手
た
ち

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
選
手
達
と
共
に
流
し

た
汗
、
悔
し
さ
、
喜
び
。
そ
の
全
て
が
、
指

導
員
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
財
産
と
な
り
ま

し
た
。」
と
語
っ
た
。

普
段
の
仕
事
と
家
庭

に
加
え
、
早
朝
か
ら
の

訓
練
は
決
し
て
楽
で
は

な
か
っ
た
は
ず
だ
。
辛

さ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
以
上
に
何
事

に
も
代
え
難
い
団
結
力

を
得
た
で
あ
ろ
う
。
見

事
に
こ
の
約
３
か
月
に

及
ぶ
訓
練
期
間
を
走
り

抜
け
た
第
10
分
団
、
そ

し
て
大
鰐
町
消
防
団
に

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

特
集 
～「
大
鰐
魂
」繋
い
だ
想
い
～

去
る
８
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
35
回

青
森
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
町
消

防
団
第
10
分
団
（
駒
木
地
区
）。
今
回
、

同
大
会
に
出
場
し
た
団
員
と
、
ご
指
導
い

た
だ
い
た
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
東
消

防
署
南
分
署
の
署
員
の
方
々
か
ら
、
訓
練

開
始
か
ら
大
会
当
日
ま
で
の
感
想
を
取
材

し
ま
し
た
。
５
月
か
ら
約
３
か
月
に
渡

り
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
平
日

朝
4
時
30
分
か
ら
の
訓
練
に
励
ん
だ
そ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
振
り
返
り
ま
す
！
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「
配
管
技
能
検
定（
学
科・実
技
）試
験
対

策
講
習
」受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

主
に
中
小
企
業
に
在
職
中
の
方
を
対
象
と
し
た

試
験
対
策
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
９
年
１
月
６
日（
水
）、
７
日（
木
）、

８
日（
金
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
休
憩
１

時
間
）

●
場
所　
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
（
弘
前
市
大
字

緑
ヶ
丘
一
丁
目
９
−１
）

●
定
員
　
10
名　

●
受
講
料　
１
，６
０
０
円

●
募
集
期
間　
11
月
９
日（
月
）～
12
月
７
日（
月
）

●
申
込
方
法　
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
募
集
締
切
日
必
着
）。
募
集
開

始
初
日
よ
り
、
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
受
講

申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
受
講
申
込
書
は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
細
は
当
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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w
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問
弘
前
高
等
技
術
専
門
校　

在
職
者
訓
練
担
当

☎
３
２
・
６
８
０
５

Eh
i-g

isen
@

p
ref.ao

m
o

ri.lg
.jp

「
看
護
の
お
仕
事
移
動
相
談
」を

開
催
し
て
い
ま
す

　

青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
職
業
紹
介

事
業
と
し
て
看
護
職
の
相
談
員
が
出
向
い
て
、
看

護
職
の
皆
様
の
お
仕
事
探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
看
護
補
助
者

に
関
す
る
相
談
も
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　
令
和
８
年
11
月
16
日（
月
）、
12
月
21

日（
月
）　

令
和
９
年
１
月
18
日（
月
）、
２
月
15

日（
月
）、
３
月
15
日（
月
）

●
場
所　
弘
前
市
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ロ
ロ
）

●
時
間　
13
時
～
16
時
ま
で
受
付

＊
青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
青
森
市
）
で
は

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
9
時
～
16
時
ま
で
、

来
所
・
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
青
森
県
看
護
協
会　

青
森
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

〒
０
３
０
・
０
８
２
２　

青
森
市
中
央
３
−20
−30　

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

３
階　

☎
０
１
７
・
７
２
３
・
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F
０
１
７
・
７
３
５
・
３
８
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et

公
共
職
業
訓
練「
じ
む
プ
ロ
！
経
理・総
務
科
２（
簿

記・経
理
応
用
科
２
）」受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

青
森
県
で
再
就
職
を
目
指
す
方
々
を
対
象
に
、

民
間
の
教
育
訓
練
機
関
等
を
活
用
し
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は
、
簿
記
・

会
計
の
知
識
と
会
計
ソ
フ
ト
、Excel

・W
ord 

等
の
総
務
・
経
理
事
務
等
の
就
職
に
有
利
な
実
務

ス
キ
ル
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間　
11
月
27
日（
金
）
正
午
ま
で

●
訓
練
期
間　
令
和
８
年
12
月
15
日（
火
）～
令
和

９
年
６
月
14
日（
月
）

●
場
所　
キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ

（
弘
前
市
大
字
土
手
町
１
３
４
−８
）

●
定
員　
14
名　

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
講
申
込
書
等

応
募
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
訓
練
希
望

者
の
応
募
状
況
等
に
よ
り
、
実
施
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈh
ttp

s://w
w

w
.p

ref.ao
m

o
ri.lg.jp

/
 so

sh
iki/san

gyo
/h

i-gisen
/h

i-
 gisen

_itaku
.h

tm
l

問
弘
前
高
等
技
術
専
門
校　

委
託
訓
練
担
当

☎
３
２
・
２
７
１
３

あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

レ
イ
プ
や
不
同
意
わ
い
せ
つ
な
ど
、
性
犯
罪
・

性
暴
力
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
、
そ
の
ご
家
族

な
ど
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応
じ
た
必
要

な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。

●
「
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
１
７
・
７
７
７
・
８
３
４
９
（
や
さ
し
く
）

ま
た
は
☎
＃
８
８
９
１

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員
が
対
応
し
ま

　

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
受
付
時
間　
月
～
金　

９
時
～
17
時
（
上

記
時
間
以
外
、
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
、

国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。）

問
青
森
県
県
民
活
躍
推
進
課

　

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
２
２
８

令
和
８
年
度
講
師
募
集

　

公
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
勤
務
が
可
能
な

児
童
・
生
徒
の
指
導
に
当
た
る
講
師
（
臨
時
的
任

用
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
ブ
ラ
ン
ク
が

長
い
が
問
題
な
い
か
」
な
ど
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格　
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を
所

有
し
て
い
る
人　

※
「
臨
時
免
許
状
」
を
授
与

す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
持
免
許
状
以
外
の
校

種
・
教
科
の
指
導
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）
中
学
校
（
数
学
）
の
免
許
状
を
有
し
て

い
る
方
が
小
学
校
で
教
科
指
導
が
で
き
る
。

●
応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
）
に
掲
載
し
て
い
る
「
青
森
県
公
立
学

校
臨
時
的
任
用
職
員
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
青
森
県
教
育
庁
中
南
教
育
事
務
所

（
弘
前
市
蔵
主
町
４　

☎
３
２
・
４
４
５
１
）

不
動
産
取
得
税
の
お
知
ら
せ

　

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
、
有
償
・

無
償
の
別
、
登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
売
買
、

贈
与
、
交
換
、
建
築
（
新
築
・
増
築
・
改
築
）
な

ど
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
に
、
そ
の
取
得
者
に
一

度
だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。
不
動
産
の

取
得
後
、
あ
る
程
度
の
期
間
を
お
い
て
納
税
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住
宅
や
住

宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
必
要
な
書

類
を
添
え
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産
取

得
税
が
軽
減
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.pref.
a

o
m

o
ri.lg

.jp
/so

sh
ik

i/z
a

im
u

/
zeim

u/003_09 fudousan.htm
l

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
青
森
県
中
南
県
税
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
青
森
県
中
南
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課

☎
３
２
・
１
１
３
１（
内
線
２
２
７
）

宮
下
知
事
と
対
話
し
よ
う
！

「
＃
あ
お
ば
な
」実
施
団
体
募
集

●
対
象　
県
内
所
在
の
10
人
程
度
の
参
加
者
が
見

込
ま
れ
る
団
体
等

●
募
集
期
間　
11
月
16
日（
月
）～
11
月
30
日（
月
）

●
実
施
期
間　
令
和
９
年
１
月
20
日（
水
）～
３
月

21
日（
日
）

●
応
募
方
法

　

専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
込

問
青
森
県
総
務
部
広
報
広
聴
課

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
１
３
８
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行事予報・戸籍の窓口など　  月替わり掲載コーナー 

■
毎
月
20
日
は
、
健
康
の
日
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

11 月
１日（日）・２日（月）・

３日（火） ○おおわに文化祭美術展　場所：町中央公民館

７日（土） ○大鰐温泉冬ねぷた

15日（日） ○おおわに文化祭芸能発表会　場所：地域交流センター「鰐 come」

29日（日） ○まるごと大鰐　秋の感謝祭　場所：地域交流センター「鰐 come」

12 月
19日（土） ○大鰐温泉スキー場オープン（予定）

29日（火）～ ○役場閉庁（１月３日（日）まで）

・木　村　ア　イ（84歳）宿川原
・髙　屋　和　子（72歳）大鰐８
・原　子　ア　ツ（94歳）九十九森
・築　舘　　　稔（66歳）唐牛
・吹　田　正　勝（88歳）駒木
・石　郷　鐵　雄（100歳）大鰐７A
・横　山　政　博（78歳）長峰
・三　上　トキヱ（83歳）居土

おくやみもうします 
亡くなった人（年齢）地区名

お誕生おめでとう
お子さん（地区名）

・工　藤　瑞
み

　月
ずき

（大鰐１）

・川　村　　　祭
まつり

（大鰐６A）

大鰐町の人口と世帯数
令和８年９月末日現在
人　口 7,806人
前月比 -13人
　　男 3,583人
　　女 4,223人
平均年齢 58.3歳
世帯数 3,948世帯
前月比 - ４世帯

戸籍の窓口 （※順不同、敬称略。大鰐町に届け出し、希望された方のみ掲載しています。）

■９月受付分

行事予報
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今月の表紙

発
行
　
大
鰐
町
役
場
（
〒
〇
三
八
―
〇
二
一
一
　
青
森
県
　　
　
　
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽
黒
館
五
番
地
三
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編
集
　
総
務
課
　
☎
〇
一
七
二
―
四
八
ー
二
一
一
一

大鰐町ＨＰ 大鰐町 LINE

わになって みんなポカポカ 大鰐町
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９月27日（日）、毎年恒例の町防災
訓練が雨池スキーコミュニティセン
ター駐車場を会場に行われました。毎
年この訓練を終えると、夏の暑さも
徐々に収まり、秋、そして冬に向かっ
ていく時の流れの早さを実感します。
最近は、暖かい日差しが顔を覗かせる
ものの、やはり冬に向けて寒さは増し
ていく一方ですね。体調管理に気を配
り、風邪予防の基本となる手洗いうが
いを徹底していきましょう！

あの夏の日差しと暑さが少しだけ恋
しいですね…。




